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論
文
要
旨

　

本
稿
で
は
「
二
年
律
令
・
津
関
令
」
に
見
え
る
扜
関
を
対
象
に
考
察
を
加
え
、

扜
関
の
秦
漢
帝
国
に
対
す
る
特
殊
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
上
で
、

扜
関
の
周
辺
に
展
開
さ
れ
た
外
交
関
係
を
分
析
し
、
漢
帝
国
の
遠
隔
支
配
に
お
い

て
符
が
果
た
し
た
役
割
を
指
摘
し
た
。

　

戦
国
か
ら
秦
漢
に
か
け
て
扜
関
に
関
す
る
史
料
を
整
理
し
た
結
果
、
扜
関
は
東

西
の
交
通
を
繫
ぐ
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
南
北
交
通
を
繫
ぎ
漢
帝
国
の
「
首
都

圏
」
と
南
方
の
辺
境
を
連
絡
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
わ
か
っ
た
。
扜
関
を
要
所
と

す
る
漢
代
の
交
通
の
実
態
に
お
い
て
、
巴
蜀
地
域
・
旧
楚
地
域
・
長
沙
王
国
・
南

越
王
国
と
の
連
絡
が
見
ら
れ
る
中
で
、
越
と
の
接
続
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
漢
越
の
国
交
に
お
い
て
符
が
介
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
は
越
と
の
交
通
路
線
を
制
限
し
辺
境
地
域
の
紛
争
を
抑
止

す
る
意
図
の
も
と
に
、
特
定
の
関
所
し
か
通
行
で
き
な
い
限
定
的
な
通
行
証
で
あ

る
符
を
用
い
た
。

　

一
方
で
、
都
尉
に
よ
る
扜
関
管
轄
を
参
考
と
す
れ
ば
、
漢
代
関
所
の
運
営
は
地

方
に
一
任
し
、
そ
こ
で
徴
収
し
た
税
金
を
関
所
の
運
営
に
当
た
ら
せ
た
と
窺
え
る
。

関
所
の
存
亡
は
、
当
該
地
域
の
貿
易
状
況
及
び
国
交
状
況
に
左
右
さ
れ
る
。
ゆ
え

に
、
漢
越
外
交
の
消
滅
は
扜
関
の
重
要
性
の
低
下
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【
扜
関
、
符
、
漢
越
外
交
、
都
尉
、
関
市
】

一
、
関
心
の
所
在

　
『
張
家
山
漢
簡
』「
二
年
律
令）1
（

」
に
は
、
津
（
渡
し
場
）
関
（
関
所
）
を
通
過

す
る
時
の
規
定
を
記
し
た
「
津
関
令
」
の
次
の
条
文
が
見
ら
れ
る
。「
二
年
律

令
・
津
関
令
」
簡
四
九
二
に

二
、
制
詔
御
史
。
其
令
扜
関
・
鄖
関
・
武
関
・
函
谷
【
関
】・
臨
晋
関
、

及
諸
其
塞
之
河
津
、
禁
毋
出
黄
金
・
諸
奠
黄
金
器
及
銅
、
有
犯
令
四
九
二

（
二
、
御
史
に
制
詔
す
。
其
れ
扜う

関
・
鄖う
ん

関
・
武
関
・
函
谷
【
関
】・
臨
晋

関
、
及
び
諸
々
の
其
の
塞
の
河
津
に
令
し
、
禁
じ
て
黄
金
・
諸
々
の
奠
黄

金
器
及
び
銅
を
出
だ
す
毋
か
ら
し
め
、
令
を
犯
す
こ
と
有
ら
ば
…）2
（

）

扜
関
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
た
秦
漢
帝
国
の
南
方
交
通

│
漢
越
外
交
に
介
在
す
る
符
の
役
割
│

莊　
　
　
卓　
燐
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と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
津
関
を
通
過
す
る
際
に
、
黄
金
器
類
を
携
帯
し
て
は
な

ら
な
い
と
規
定
し
て
お
り
、
物
資
供
給
の
流
動
性
に
か
け
ら
れ
た
規
制
に
関
連

す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
五
つ
の
関
所
の
名
称
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
物
品
移
動
の
規
制
か
ら
、
漢
代
の
行
政
区
画
に
お
い
て
、
右
記

五
関
の
内
と
外
と
は
異
な
っ
た
行
政
区
域
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

漢
帝
国
の
支
配
は
こ
の
五
関
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
、
そ
の
内
側
の
み
が
漢
の
直

轄
支
配
領
域
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
同
様
の
性
質
を
持
つ
条
文
は
次

の
簡
に
も
見
ら
れ
る
。「
同
」
簡
五
〇
六
に

□
議
。
禁
民
毋
得
私
買
馬
以
出
扜
関
・
鄖
関
・
函
谷
【
関
】・
武
関
及
諸

河
塞
津
関
。
其
買
騎
・
軽
車
馬
、
吏
乗
・
置
伝
馬
者
、
県
各
以
所
買
五
〇
六

（
□
議
す
。
民
に
禁
じ
て
私
に
馬
を
買
ひ
以
て
扜
関
・
鄖
関
・
函
谷

【
関
】・
武
関
及
び
諸
々
河
塞
の
津
関
よ
り
出
づ
る
を
得
る
こ
と
毋
か
れ
。

其
れ
騎
・
軽
車
の
馬
、
吏
の
乗
・
置
の
伝
馬
を
買
ふ
は
、
県
は
各
々
〔
以

所
買
〕
…
）

と
あ
る
。
右
に
よ
れ
ば
、
一
般
庶
民
が
私
的
に
馬
を
購
入
し
た
場
合
、
一
定
の

範
囲
内
で
の
使
用
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
範
囲
「
外
」
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら

な
い
と
規
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
と
し
て
、
扜
関
・
鄖
関
・
函
谷
関
・
武

関
な
ど
の
名
称
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
臨
晋
関
を
除
い
た
前
記
「
同
」
簡
四
九
二

に
記
さ
れ
た
四
関
の
名
称
が
見
え
る
。
右
記
の
条
文
は
、
個
人
目
的
で
馬
を
購

入
し
た
、
漢
帝
国
の
民
の
移
動
範
囲
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
移
動
範

囲
の
限
界
で
あ
る
四
関
が
、
前
記
の
五
関
と
同
様
に
漢
帝
国
の
支
配
範
囲
を
区

切
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

多
く
の
論
者
は
、
こ
の
四
関
／
五
関
の
内
側
こ
そ
い
わ
ゆ
る
関
中
地
域
で
あ

る
と
み
な
し
、
漢
代
初
期
の
「
中
央
」
ひ
い
て
は
「
首
都
圏
」
の
範
囲
は
こ
れ

ら
の
関
所
の
位
置
に
比
準
さ
れ
る
と
論
じ
る
。
王
子
今）3
（

氏
は
、
簡
四
九
二
の
五

関
が
描
く
南
北
の
縦
線
を
、
秦
始
皇
帝
期
の
咸
陽
│
胊
県）4
（

が
描
く
横
線
と
対
比

し
、
古
代
地
理
把
握
技
術
の
広
大
さ
を
説
く
中
で
、「
大
関
中
」（
広
義
の
関

中
）
は
法
律
の
明
文
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
の
地
理
的
観
念
は
当
時
の
人
々

に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
関
所
を
関
中
地
域
の

基
準
と
す
る
意
見
に
対
し
て
、
慎
重
な
態
度
を
取
る
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。
何
よ

り
、
こ
れ
ら
の
関
所
の
位
置
が
中
央
の
直
轄
地
で
あ
る
秦
の
内
史
も
し
く
は
漢

の
三
輔
を
包
み
込
む
形
に
な
っ
て
い
な
い
、
と
の
点
は
こ
れ
ら
の
関
所
を
関
中

地
域
の
基
準
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
有
力
な
反
論
と
な
ろ
う
。

　
「
関
中
地
域
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
従
来
で
は
「
関
の
中う

ち

側
に
あ
る
地
域
」

と
の
考
え
方
が
根
強
い
。『
史
記
』
巻
二
二
漢
興
以
來
将
相
名
臣
年
表
に
「（
高

祖
）
入
り
て
関
中
を
都
と
す
」
と
あ
り
、『
史
記
索
隠
』
は
そ
れ
に
注
し
て

「
東
は
函
谷
、
南
は
嶢
武
、
西
は
散
関
、
北
は
蕭
関
。
四
関
の
中
に
在
り
、
故

に
関
中
と
曰
ふ
」
と
の
説
明
を
加
え
た
。
東
西
南
北
の
四
関
に
包
み
込
ま
れ
、

四
関
の
中
に
あ
る
が
故
に
「
関
中
地
域
」
と
の
理
解
は
、
一
般
的
に
受
容
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
か
の
定
説
と
比
べ
て
、「
津
関
令
」
簡
四
九
二
に
見
え

る
五
関
は
、
そ
の
内
の
一
つ
が
ほ
か
の
四
つ
の
関
所
と
か
け
離
れ
た
場
所
に
位
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置
す
る
せ
い
で
、
内
史
／
三
輔
を
包
囲
す
る
形
が
崩
れ
る
。「
同
」
簡
五
〇
六

に
見
え
る
四
関
に
も
同
様
の
問
題
を
指
摘
で
き
る
。
中
央
の
直
轄
地
と
の
連
携

が
薄
く
、
首
都
か
ら
か
け
離
れ
た
関
所
と
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
す
な
わ
ち
扜
関

で
あ
る
。

　

戦
国
〜
秦
漢
の
国
家
形
成
に
お
い
て
、
関
所
の
設
置
は
都
城
の
所
在
と
密
接

な
関
係
を
持
つ
。
藤
田
勝
久）5
（

氏
は
天
水
放
馬
灘
秦
墓
か
ら
出
土
し
た
地
図
を
用

い
、
秦
の
領
域
形
成
と
放
馬
灘
付
近
の
関
所
群
と
の
関
連
性
を
分
析
し
、
都
を

中
心
と
す
る
秦
の
領
域
支
配
に
は
、
関
所
を
要
所
と
し
交
通
路
に
よ
っ
て
分
散

地
域
を
支
配
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
都
城
と
関
所
の
関
係
に
焦
点

を
当
て
て
「
津
関
令
」
に
見
え
る
関
所
に
注
目
す
る
と
、
戦
国
期
の
秦
魏
戦
争

の
中
で
設
置
さ
れ
た
臨
晋
関）6
（

、
秦
末
に
お
い
て
項
羽
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
函
谷
関
、

劉
邦
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
武
関
、
酈
商
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
鄖
関）7
（

、
な
ど
の
事
象
か

ら
、
こ
の
四
つ
の
関
所
は
秦
の
都
咸
陽
を
防
衛
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
裏
付
け

ら
れ
、
そ
の
機
能
は
前
漢
初
期
に
お
け
る
都
長
安
の
防
衛
に
継
承
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
咸
陽
も
し
く
は
長
安
を
防
衛
す
る
扜
関
の
役

割
に
つ
い
て
、
言
及
し
た
伝
世
史
料
は
確
認
で
き
ず
、「
津
関
令
」
に
見
え
る

関
所
の
中
で
扜
関
の
異
色
さ
が
よ
り
際
立
つ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
津
関
令
」
は
中
央
政
府
が
頒
布
し
た
律
令
で
あ
る
以
上
、

朝
廷
で
議
論
を
重
ね
て
決
議
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
そ
の
条
文
に
見
え
る
四

関
／
五
関
の
名
称
は
、
単
純
に
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
多
少

な
り
と
も
中
央
に
と
っ
て
特
別
な
意
義
を
持
つ
可
能
性
は
高
い
。
本
稿
で
は
扜

関
を
考
察
対
象
と
し
、
秦
漢
帝
国
に
お
け
る
扜
関
の
発
揮
し
た
役
割
を
明
白
に

し
、
そ
の
設
置
と
南
方
地
域
と
の
関
係
性
を
探
求
し
た
い
と
思
う
。

二
、
扜
関
の
北
上
交
通

　
「
二
年
律
令
・
津
関
令
」
に
見
え
る
扜
関
に
つ
い
て
、『
史
記
』『
漢
書
』
な

ど
の
伝
世
史
料
か
ら
は
記
載
を
確
認
で
き
な
い
が
、
陳
直）8
（

氏
は
『
封ふ
う
で
い
こ
う
り
や
く

泥
攷
略
』

巻
四
・
五
三
頁
・
裏
「
扜
關
長
印
」、『
同
』
巻
四
・
五
四
頁
・
裏
「
扜
關
尉

印
」
を
引
き
、
出
土
文
物
を
用
い
て
扜
関
の
存
在
を
肯
定
す
る
。
氏
は
呉
式
芬）9
（

氏
の
考
察
を
踏
襲
し
、
扜う

関
と
は
す
な
わ
ち
伝
世
史
料
に
見
え
る
扞こ
う

関
の
こ
と

で
あ
る
と
し
、
伝
写
の
誤
り
に
よ
っ
て
扜
関
は
扞
関
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
説
く
。
ま
た
、『
張
家
山
漢
簡
』
整
理
小
組
は
扜
関
を
扞
関
と
し
て
捉
え
る

意
見
に
同
意
し
た
上
で
、
扞
は
音
通
で
江
に
作
る
場
合
が
あ
る
と
理
解
す
る
。

名
称
こ
そ
異
な
る
が
右
の
い
ず
れ
に
し
て
も
同
一
の
地
を
指
し
、
扜
関
を
扞
関

（
江
関
／
捍
関）10
（

）
と
す
る
の
は
現
状
の
有
力
な
説
で
あ
る
（
混
乱
を
避
け
る
た

め
、
史
料
の
表
記
は
異
な
る
が
本
稿
で
は
「
扜
関
」
で
統
一
す
る
）。

　

扜
関
の
位
置
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
上
巴
郡
魚
復
県
条）11
（

に
江

関
都
尉
が
見
え
、
お
よ
そ
今
の
四
川
省
奉
節
県
の
東
に
あ
る
。
そ
の
設
置
は
、

戦
国
時
代
の
楚
国
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
史
記
』
巻
四
〇
楚
世
家

に

肅
王
四
年
、
蜀
伐
楚
、
取
茲
方
。
於
是
楚
為
扞
関
以
距
之
。

（
肅
王
四
年
、
蜀
楚
を
伐
ち
、
茲
方
を
取
る
。
是
に
於
い
て
楚
扞
関
を
為
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り
て
以
て
之
を
距
む
。）

と
あ
る
。
楚
の
肅
王
四
（
前
三
七
七
）
年
に
楚
は
蜀
の
侵
攻
を
受
け
、
そ
れ
に

対
抗
す
る
た
め
に
扜
関
を
設
置
し
た
。
蜀
と
楚
と
の
対
抗
関
係
か
ら
設
置
さ
れ

た
扜
関
に
は
、
楚
の
都
郢
を
防
衛
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
の
発
展
と
し
て
、『
史
記
』
巻
六
九
蘇
秦
列
伝
に

秦
之
所
害
莫
如
楚
、
楚
彊
則
秦
弱
、
秦
彊
則
楚
弱
、
其
勢
不
両
立
。
故
為

大
王
計
、
莫
如
従
親
以
孤
秦
。
大
王
不
從
親
、
秦
必
起
両
軍
、
一
軍
出
武

0

0

0

0

関0

、
一
軍
下
黔
中

0

0

0

0

0

、
則
鄢
郢
動
矣

0

0

0

0

0

。

（
秦
の
害
す
る
所
は
楚
に
如
か
ず
、
楚
彊
と
な
れ
ば
則
ち
秦
弱
と
な
り
、

秦
彊
と
な
れ
ば
則
ち
楚
弱
と
な
り
、
其
の
勢
い
は
両
立
せ
ず
。
故
に
大
王

の
為
に
計
る
に
、
従
親
し
て
以
て
秦
に
孤そ

む

く
に
如
か
ず
。
大
王
從
親
せ
ざ

れ
ば
、
秦
必
ず
両
軍
を
起
こ
し
、
一
軍
は
武
関
を
出
で

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
軍
は
黔
中
に

0

0

0

0

0

0

下
り

0

0

、
則
ち
鄢
郢
動
か
ん
や

0

0

0

0

0

0

0

0

。）

と
あ
る
。
右
の
記
述
を
参
考
に
す
れ
ば
、
巴
蜀
の
支
配
権
を
確
立
し
た
秦
は
、

秦
│
楚
の
鄢
を
侵
攻
す
る
武
関
ル
ー
ト
と
、
秦
│
蜀
│
楚
の
郢
を
侵
攻
す
る
黔

中
ル
ー
ト
、
と
二
通
り
の
進
軍
路
線
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
時
点
で
、

扜
関
の
主
な
警
戒
対
象
は
蜀
か
ら
秦
に
切
り
替
わ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
秦
に
よ

っ
て
設
置
さ
れ
た
関
所
と
は
異
な
り
、
扜
関
は
楚
の
都
郢
の
防
衛
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た
た
め
、「
津
関
令
」
に
見
え
る
他
の
関
所
と
は
当
初
よ
り
目
的

を
異
と
し
、
時
代
が
変
遷
し
て
も
咸
陽
城
も
し
く
は
長
安
城
の
防
衛
に
直
結
で

き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
城
と
関
所
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
扜
関
は

決
し
て
例
外
的
な
も
の
で
は
な
く
、
関
所
そ
の
も
の
と
し
て
の
一
般
性
を
持
つ

こ
と
が
わ
か
る
。

　

秦
の
恵
文
王
九
（
前
三
一
六
）
年
、
秦
は
蜀
を
滅
ぼ
す
。
そ
の
後
暫
く
の
間
、

扜
関
は
楚
が
秦
に
対
抗
す
る
た
め
の
前
線
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
が
、『
史
記
』
巻
七
三
白
起
列
伝
に

白
起
攻
楚
、
拔
鄢
、
鄧
五
城
。
其
明
年
、
攻
楚
、
拔
郢
、
燒
夷
陵
、
遂
東

至
竟
陵
。
楚
王
亡
去
郢
、
東
走
徙
陳
。
秦
以
郢
為
南
郡
。
白
起
遷
為
武
安

君
。
武
安
君
因
取
楚
、
定
巫
、
黔
中
郡
。

（
白
起
楚
を
攻
め
、
鄢
・
鄧
の
五
城
を
抜
く
。
其
の
明
く
る
年
、
楚
を
攻

め
、
郢
を
抜
き
、
夷
陵
を
焼
き
、
遂
に
東
の
か
た
竟
陵
に
至
る
。
楚
王
郢

よ
り
亡
去
し
、
東
の
か
た
走
り
て
陳
に
徙
る
。
秦
郢
を
以
て
南
郡
と
為
す
。

白
起
遷
り
て
武
安
君
と
為
る
。
武
安
君
因
り
て
楚
を
取
り
、
巫
・
黔
中
郡

を
定
む
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
秦
の
昭
襄
王
期
に
名
将
白
起
の
引
率
の
も
と
で
、
秦
軍
は
楚

の
都
郢
を
陥
落
さ
せ
、
南
郡
の
設
置
に
導
い
た
。
同
時
に
、
秦
軍
が
郢
を
中
心

と
す
る
楚
国
中
央
部
を
占
拠
し
た
た
め
、
楚
の
西
部
に
あ
る
巫
、
黔
中
は
孤
立

状
態
と
な
り
、
白
起
は
そ
れ
ら
を
攻
略
し
て
秦
の
支
配
範
囲
を
拡
大
さ
せ
た
。

地
理
的
位
置
か
ら
し
て
、
こ
の
時
点
で
扜
関
は
秦
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
よ
う

475



扜関によって連結された秦漢帝国の南方交通

（29）

に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
の
ち
に
、
秦
の
支
配
領
域
は
漢
帝
国
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
、
扜
関
も
漢
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
時
代
が
下
っ
て
、『
明
史
』
巻
四
四
地
理
志
荊
州
府
条
に

長
陽
州
西
南
。
東
南
有
清
江
。
西
有
舊
関
堡
、
西
南
有
蹇
家
園
、
南
有
漁

洋
関
三
巡
檢
司
。
南
有
古
捍
関

0

0

0

。
西
有
梅
子
八
関
。

（
長
陽
州
の
西
南
。
東
南
に
清
江
有
り
。
西
に
旧
関
堡
有
り
、
西
南
に
蹇

家
園
有
り
、
南
に
漁
洋
関
三
巡
檢
司
有
り
。
南
に
古
の
捍
関

0

0

0

0

有
り
。
西
に

梅
子
八
関
有
り
。）

と
あ
り
、『
清
史
稿
』
巻
六
七
地
理
志
宜
昌
府
条
に

明
隸
夷
陵
州
、
属
荊
州
府
。
…
有
資
丘
鎮
、
古
扞
関

0

0

0

。

（
明
は
夷
陵
州
に
隷
し
、
荊
州
府
に
属
す
。
…
資
丘
鎮
、
古
の
扞
関

0

0

0

0

有

り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
近
現
代
ま
で
そ
の
痕
跡
を
残
し
た
。

　

秦
の
「
統
一
」
や
秦
末
漢
初
の
動
乱
は
あ
っ
た
が
、
土
地
・
交
通
路
そ
の
も

の
は
簡
単
に
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
扜
関
の
地
理
上
の
役
割
は
、
設
置
当

初
の
戦
国
時
代
か
ら
秦
漢
時
代
に
か
け
て
、
時
代
が
変
遷
し
て
も
な
お
一
貫
す

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
蜀
を
対
象
に
設
置
さ
れ
た
扜
関
は
、
ま
ず
巴
蜀
地
域

と
の
接
続
が
見
ら
れ
る
。『
史
記
』
巻
七
〇
張
儀
列
伝
に

秦
西
有
巴
蜀
、
大
船
積
粟
、
起
於
汶
山

0

0

0

0

、
浮
江
已
下
、
至
楚
三
千
餘
里
。

舫
船
載
卒
、
一
舫
載
五
十
人
與
三
月
之
食
、
下
水
而
浮
、
一
日
行
三
百
餘

里
、
里
数
雖
多
、
然
而
不
費
牛
馬
之
力
、
不
至
十
日
而
距
扞
関

0

0

。
扞
関
驚
、

則
従
境
以
東
尽
城
守
矣
、
黔
中

0

0

、
巫
郡

0

0

非
王
之
有
。

（
秦
は
西
に
巴
蜀
有
り
、
大
船
に
粟
を
積
み
、
汶
山
よ
り
起
り

0

0

0

0

0

0

、
江
に
浮

ん
で
已
て
下
る
。
楚
に
至
る
ま
で
三
千
餘
里
。
船
を
舫な
ら

べ
卒
を
載
せ
る
、

一
舫
に
五
十
人
と
三
月
の
食
を
載
せ
、
水
に
下
り
て
浮
ぶ
。
一
日
に
行
く

こ
と
三
百
餘
里
、
里
数
多
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
牛
馬
の
力
を
費
や
さ
ず
、

十
日
に
至
ら
ず
し
て
扞
関

0

0

に
距い
た

ら
ん
。
扞
関
驚
か
ば
、
則
ち
境
よ
り
以
東

は
尽
く
城
守
せ
ん
。
黔
中

0

0

・
巫
郡

0

0

は
王
の
有
に
非
ら
ざ
る
な
り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
汶
山
を
源
流
と
す
る
江
水
（
揚
子
江
）
は
西
か
ら
東
へ
と
巴

蜀
地
域
と
旧
楚
地
域
を
貫
通
す
る
。
右
の
張
儀
の
言
葉
は
、
秦
の
進
軍
は
江
水

に
下
っ
て
扜
関
に
到
達
で
き
、
そ
し
て
扜
関
さ
え
攻
略
す
れ
ば
黔
中
郡
・
巫
郡

を
容
易
く
攻
略
で
き
る
と
豪
語
す
る
。
誇
張
の
表
現
で
は
あ
る
が
、
扜
関
を
中

心
と
す
る
東
西
交
通
を
概
観
で
き
る
一
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
水
沿
い
に

あ
る
扜
関
は
、
巴
蜀
地
域
の
東
の
果
て
に
位
置
し
、
巴
郡
か
ら
黔
中
郡
・
巫
郡

へ
進
入
す
る
時
の
要
所
で
あ
る
と
窺
え
る
。
逆
の
視
点
か
ら
見
て
も
、『
史
記
』

巻
一
一
六
西
南
夷
列
伝
に
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始
楚
威
王
時
、
使
将
軍
荘
蹻
将
兵
循
江
上
、
略
巴
、
蜀
、
黔
中
以
西
。
荘

蹻
者
、
故
楚
荘
王
苗
裔
也
。
蹻
至
滇
池
、
地
方
三
百
里
、
旁
平
地
、
肥
饒

数
千
里
、
以
兵
威
定
属
楚
。
欲
帰
報
、
会
秦
撃
奪
楚
巴
、
黔
中
郡
、
道
塞

不
通
、
因
還
、
以
其
衆
王
滇
、
変
服
、
従
其
俗
、
以
長
之
。

（
始
め
楚
の
威
王
の
時
、
将
軍
の
荘
蹻
を
し
て
兵
を
将
ゐ
江
に
循
ひ
て
上

り
、
巴
・
蜀
・
黔
中
以
西
を
略
せ
し
む
。
荘
蹻
は
、
故
の
楚
の
荘
王
の
苗

裔
な
り
。
蹻
滇
池
に
至
る
。
地
は
方
三
百
里
、
旁あ

ま
ねく
平
地
に
し
て
、
肥
饒

な
る
こ
と
数
千
里
、
兵
の
威
を
以
て
定
め
て
楚
に
属
さ
し
む
。
帰
り
て
報

ぜ
ん
と
欲
す
る
も
、
秦
撃
ち
て
楚
の
巴
・
黔
中
郡
を
奪
ふ
に
会
ひ
、
道
塞

が
り
て
通
ぜ
ず
。
因
り
て
還
り
、
其
の
衆
を
以
て
滇
に
王
た
り
、
服
を
変

じ
、
其
の
俗
に
従
ひ
、
以
て
之
に
長
た
り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
楚
の
進
軍
も
江
水
沿
い
の
路
線
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
際
、
江
水
沿
い
に
あ
る
扜
関
の
通
過
が
想
定
さ
れ
る
。
扜
関
を
連

絡
口
と
す
る
巴
蜀
地
域
と
旧
楚
地
域
と
の
接
続
は
、
水
路
の
み
で
は
な
く
陸
路

に
も
通
じ
、
一
方
通
行
の
も
の
で
は
な
く
双
方
向
の
も
の
だ
と
わ
か
る
。
そ
の

上
で
、
楚
の
将
軍
荘
蹻
は
秦
の
巴
・
黔
中
の
侵
攻
を
受
け
、
楚
国
に
戻
る
術
を

失
っ
て
当
地
に
留
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
巴
郡

と
黔
中
郡
は
当
時
の
東
西
を
連
絡
す
る
唯
一
の
経
路
で
あ
り
、
そ
の
両
地
の
境

目
に
位
置
す
る
扜
関
も
、
連
絡
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
扜
関
を
要
所
と
す
る
巴
│
楚
の
連
絡
は
、
前
後
漢
移
行
期
に
至
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
。

ア
．『
後
漢
書
』
列
伝
第
三
公
孫
述
伝

（
建
武
）
六
年
、
述
遣
戎
与
将
軍
任
滿
出
江
関
、
下
臨
沮
、
夷
陵
閒
。
…

又
遣
田
戎
及
大
司
徒
任
滿
、
南
郡
太
守
程
汎
将
兵
下
江
関
、
破
威
虜
将
軍

馮
駿
等
、
拔
巫
及
夷
陵
、
夷
道
、
因
拠
荊
門

（（
建
武
）
六
年
、
述
戎
与
将
軍
の
任
滿
を
遣
は
し
て
江
関
を
出
で
、
臨

沮
・
夷
陵
の
閒
に
下
ら
し
む
。
…
又
た
田
戎
及
び
大
司
徒
の
任
滿
・
南
郡

太
守
の
程
汎
を
遣
は
し
て
兵
を
将
ゐ
て
江
関
に
下
ら
し
め
、
威
虜
将
軍
の

馮
駿
等
を
破
り
、
巫
及
び
夷
陵
・
夷
道
を
抜
き
、
因
り
て
荊
門
に
拠
る
。）

イ
．『
後
漢
書
』
列
伝
第
七
岑
彭
伝

（
建
武
）
十
一
年
春
、
彭
（
岑
彭
）
与
呉
漢
及
誅
虜
将
軍
劉
隆
、
輔
威
将

軍
臧
宮
、
驍
騎
将
軍
劉
歆
、
発
南
陽
、
武
陵
、
南
郡
兵
、
又
発
桂
陽
、
零

陵
、
長
沙
委
輸
棹
卒
、
凡
六
万
余
人
、
騎
五
千
匹
、
皆
会
荊
門
。
…
斬
任

滿
、
生
獲
程
汎
、
…
自
率
臧
宮
、
劉
歆
長
驅
入
江
関
…
彭
到
江
州
、
以
田

戎
食
多
、
難
卒
拔
、
留
馮
駿
守
之
、
自
引
兵
乗
利
直
指
墊
江
、
攻
破
平
曲
、

收
其
米
数
十
万
石
。

（（
建
武
）
十
一
年
春
、
彭
（
岑
彭
）
は
呉
漢
及
び
誅
虜
将
軍
劉
隆
・
輔
威

将
軍
臧
宮
・
驍
騎
将
軍
劉
歆
と
、
南
陽
・
武
陵
・
南
郡
の
兵
を
発
し
、
又

た
桂
陽
・
零
陵
・
長
沙
の
委
輸
棹
卒
を
発
す
る
こ
と
、
凡
そ
六
万
余
人
、

騎
五
千
匹
、
皆
な
荊
門
に
会
す
。
…
任
滿
を
斬
り
、
程
汎
を
生
獲
し
、
…
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自
ら
臧
宮
・
劉
歆
を
率
ゐ
て
長
驅
し
て
江
関
に
入
る
…
彭
は
江
州
に
到
り
、

田
戎
の
食
多
く
、
卒
か
に
拔
け
難
き
を
以
て
、
馮
駿
を
留
め
て
之
を
守
ら

し
め
、
自
ら
兵
を
引
き
利
に
乗
じ
て
直
ち
に
墊
江
を
指
し
、
攻
め
て
平
曲

を
破
り
、
其
の
米
数
十
万
石
を
収
む
。）

　

右
記
の
史
料
は
、
後
漢
初
期
に
お
け
る
公
孫
述
政
権
の
興
亡
に
関
わ
る
。
巴

蜀
地
域
を
拠
点
と
す
る
公
孫
述
政
権
の
東
進
に
お
い
て
、
ア
．
の
史
料
が
示
す

よ
う
に
公
孫
述
の
部
下
で
あ
る
田
戎
と
任
滿
は
扜
関
を
通
過
し
て
臨
沮
・
夷
陵

の
間
に
進
出
し
た
。
の
ち
に
、
軍
事
行
動
へ
移
行
し
た
際
に
も
扜
関
を
経
由
し

て
巫
、
夷
陵
、
夷
道
を
攻
略
し
た
。
一
方
で
、
イ
．
の
史
料
が
示
す
よ
う
に
、

漢
が
公
孫
述
政
権
を
討
伐
す
る
た
め
、
南
陽
・
武
陵
・
南
郡
の
兵
と
、
桂
陽
・

零
陵
・
長
沙
の
戍
卒
を
寄
せ
集
め
た
岑
彭
の
軍
勢
は
、
扜
関
を
経
由
し
て
江
州

に
至
り
、
墊
江
・
平
曲
を
攻
略
し
て
西
へ
進
行
し
た
。
以
上
の
史
料
か
ら
、
先

秦
時
代
に
開
発
さ
れ
た
巴
│
楚
の
交
通
路
は
、
前
漢
時
代
な
い
し
は
後
漢
時
代

に
も
継
承
さ
れ
、
扜
関
は
当
該
時
期
の
地
域
区
分
に
即
し
、
巴
郡
と
南
郡
と
の

連
絡
、
ひ
い
て
は
益
州
と
荊
州
と
の
連
絡
を
担
う
役
割
が
あ
っ
た
と
確
認
で
き

る
。

　

江
水
を
な
ぞ
る
横
の
交
通
以
外
に
、
扜
関
は
漢
中
郡
と
黔
中
郡
（
漢
の
武
陵

郡
）
か
ら
な
る
縦
の
交
通
を
連
繫
さ
せ
る
役
割
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
上
巴
郡
条
に

巴
郡
、
秦
置
。
…
魚
復
、
江
関
、
都
尉
治
。

（
巴
郡
、
秦
よ
り
置
く
。
…
魚
復
、
江
関
、
都
尉
の
治
む
る
と
こ
ろ
な

り
。）

と
あ
り
、『
後
漢
書
』
志
第
二
三
郡
国
志
巴
郡
条
に

巴
郡
、
秦
置
。
…
魚
復
扞
水
有
扞
関
。

（
巴
郡
、
秦
よ
り
置
く
。
…
魚
復
の
扞
水
に
扞
関
有
り
。）

と
あ
り
、
扜
関
の
所
在
に
つ
い
て
伝
世
史
料
に
は
巴
郡
魚
復
県
に
あ
っ
た
と
明

記
さ
れ
る
。
木
村
正
雄）12
（

氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
魚
復
県
と
は
古
の
魚
国
・
庸

国
・
南
蛮
国
の
地
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
と
以
下
に
引
く
『
水
経
注
』

の
記
述
を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
、
魚
復
県
の
一
部
は
庸
国
ま
た
は
上
庸
国
に
作

り
、
漢
中
郡
の
上
庸
県
の
前
身
に
当
た
る
。『
水
経
注
』
沔
水
注
に

『
春
秋
・
文
公
十
六
年
』、
楚
人
、
秦
人
、
巴
人
滅
庸
。
庸
小
国
、
附
楚
。

楚
有
災
不
救
、
挙
群
蛮
以
叛
、
故
滅
之
以
為
県
、
属
漢
中
郡
、
漢
末
又
分

為
上
庸
郡
。

（『
春
秋
・
文
公
十
六
年
』
に
、
楚
人
・
秦
人
・
巴
人
は
庸
を
滅
ぼ
す
。
庸

は
小
国
た
り
、
楚
に
附
く
。
楚
災
有
る
と
き
に
救
は
ず
、
群
蛮
を
挙
げ
て

以
て
叛
き
、
故
に
之
を
滅
ぼ
し
て
以
て
県
と
為
す
。
漢
中
郡
に
属
し
、
漢

末
又
た
分
け
て
上
庸
郡
と
為
す
。）
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と
あ
る
。
春
秋
時
代
の
魯
の
文
公
一
六
（
前
六
一
一
）
年
、
楚
は
庸
国
を
滅
ぼ

し
て
県
を
設
置
し
た
。
秦
漢
時
代
に
至
っ
て
は
漢
中
郡
の
属
県
と
な
り
、
後
漢

に
至
っ
て
は
郡
と
し
て
独
立
し
上
庸
郡
と
な
る
。
秦
漢
時
代
の
地
域
区
分
に
お

い
て
こ
そ
、
上
庸
と
魚
復
は
異
な
る
県
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
古
来
で
は
そ

の
両
地
を
跨
ぐ
政
権
が
存
在
し
た
と
わ
か
る
。
上
庸
県
と
魚
復
県
の
一
部
が
元

来
一
つ
の
国
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
支
配
に
お
い
て
両
地
を
繫
ぐ
交
通
路
は

存
在
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
古
の
庸
国
を
背
景
に
魚
復
県
と
上
庸
県
の
地
理
上

の
接
続
は
肯
定
さ
れ
、
扜
関
を
要
所
と
し
て
漢
中
郡
と
黔
中
郡
の
縦
の
繫
が
り

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

漢
中
郡
は
中
央
の
直
轄
地
で
あ
る
三
輔
地
域
と
隣
接
す
る
。
藤
田
勝
久）13
（

氏
が

紹
介
し
た
よ
う
に
、
漢
中
郡
の
郡
治
で
あ
る
南
鄭
（
現
漢
中
市
）
と
長
安
（
現

西
安
市
）
と
の
接
続
は
四
つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
。
①
子
午
道
、
②
褒
斜
道
、

③
故
道
を
通
る
ル
ー
ト
、
及
び
④
武
都
郡
と
西
漢
水
を
通
っ
て
、
甘
粛
省
礼
県

か
ら
天
水
市
の
方
面
に
行
く
ル
ー
ト
で
あ
る
。
従
来
の
指
摘
通
り
、
②
③
④
は

西
南
へ
の
交
通
に
使
用
さ
れ
る
路
線
で
あ
り
、
三
輔
地
域
と
巴
蜀
地
域
の
接
続

が
主
な
役
割
で
あ
る
。
そ
れ
と
比
べ
て
、
②
③
④
よ
り
ず
っ
と
東
に
位
置
す
る

①
の
子
午
道
は
、
巴
蜀
地
域
と
の
接
続
に
お
い
て
は
不
便
で
あ
り
、
西
南
の
交

通
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
衰
退
し
て
い
く
と
思
わ
れ
、
後
漢
順
帝
期）14
（

に
は
廃
止

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
交
通
路
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
関
中
と
南
方
と
の

縦
の
繫
が
り
に
注
目
し
た
結
果
、
①
の
子
午
道
ル
ー
ト
に
は
長
安
│
漢
中
│
扜

関
を
繫
ぐ
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
と
よ
り
久
村
因
氏）15
（

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
漢
代
の
漢
中
郡
は
、
秦
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
西
の
部
分
（
南
鄭
部
）
と
、
楚
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
東
の
部

分
（
上
庸
部
）
の
二
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。
秦
が
上
庸
部
の
支
配
権
を
獲
得
し

た
こ
と
で
、
都
咸
陽
と
の
直
通
道
路
を
開
拓
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
と
こ
ろ

が
、
周
知
の
通
り
咸
陽
の
南
方
は
、
太
白
山
を
は
じ
め
と
す
る
秦
嶺
山
脈
に
囲

ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
中
地
域
と
漢
中
郡
上
庸
部
を
連
結
さ
せ
る
に
は
、

秦
嶺
山
脈
を
貫
通
し
た
道
路
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
子
午

道
は
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
開
通
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
秦
嶺
山
脈

を
横
断
す
る
役
割
を
持
っ
た
道
路
と
し
て
、
子
午
道
の
使
用
は
秦
の
み
な
ら
ず

漢
の
時
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
経
路
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
巻
九

九
王
莽
伝
上
に

子
午
道
従
杜
陵
直
絶
南
山
、
徑
漢
中
。

（
子
午
道
杜
陵
よ
り
直
り
て
南
山
に
絶わ

た

り
、
漢
中
に
徑ゆ

く
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
子
午
道
と
は
、
長
安
の
南
に
位
置
す
る
杜
陵
か
ら
出
発
し
、

秦
嶺
山
脈
を
越
え
て
漢
中
郡
に
到
達
す
る
交
通
路
で
あ
る）16
（

。
子
午
道
が
開
通
し

た
時
期
に
つ
い
て
、『
史
記
』
巻
七
〇
張
儀
列
伝
に

秦
遣
張
儀
従
子
午
道
伐
蜀
。

（
秦
張
儀
を
遣
は
し
て
子
午
道
よ
り
蜀
を
伐
た
し
む
。）
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と
あ
る
よ
う
に
、
戦
国
秦
の
時
代
に
す
で
に
開
通
さ
れ
、
使
用
し
た
痕
跡
が
見

ら
れ
る
。
戦
国
秦
・
統
一
秦
の
時
代
を
経
て
、
関
中
地
域
を
掌
握
し
た
漢
も
子

午
道
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秦
が
滅
亡
し
項
羽
に
よ
る
封
建
体
制

が
建
立
さ
れ
た
間
も
な
い
内
に
、
楚
の
義
帝
は
死
去
し
た
。
項
羽
政
権
が
義
帝

暗
殺
の
張
本
人
だ
と
見
定
め
た
漢
王
劉
邦
は
、
天
下
に
檄
文
を
発
し
項
羽
討
伐

に
出
兵
し
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
（
二
年
条
）

に
「
悉
く
関
内
の
兵
を
発
し
、
三
河
の
士
を
収
め
、
南
の
か
た
江
漢
に
浮
き
以

て
下
る
」
と
あ
る
。
具
体
的
な
移
動
経
路
に
つ
い
て
、『
史
記
正
義
』
は
こ
の

条
文
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
考
証
し
た
。

南
收
三
河
士
、
発
関
内
兵
、
従
雍
州
入
子
午
道
、
至
漢
中
、
歷
漢
水
而
下
、

従
是
東
行
、
至
徐
州
、
撃
楚
。

（
南
の
か
た
三
河
の
士
を
収
め
、
関
内
の
兵
を
発
し
、
雍
州
よ
り
子
午
道

に
入
り
、
漢
中
に
至
り
、
漢
水
を
歷
て
下
り
、
是
れ
よ
り
東
行
し
、
徐
州

に
至
り
、
楚
を
撃
つ
。）

と
あ
る
。
唐
の
張
守
節
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
劉
邦
軍
は
子
午
道
を
経
由
し
て
雍

州
か
ら
漢
中
に
渡
っ
た
と
い
う
。
旧
秦
地
域
を
統
合
し
た
漢
王
国
は
、
東
進
し

て
南
方
の
楚
を
攻
撃
す
る
た
め
、
子
午
道
を
経
由
し
て
漢
中
に
至
り
、
漢
水
を

下
っ
て
徐
州
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
子
午
道
は
楚
漢
戦

争
期
に
も
軍
事
利
用
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
し
か
も
、
子
午
道
は
軍
隊
が
通

過
で
き
る
ほ
ど
の
規
模
を
持
つ
交
通
路
で
あ
る
と
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
国
時
代
よ
り
開
通
が
確
認
さ
れ
、
楚
漢
戦
争
期
に
も
使
用

さ
れ
て
い
た
子
午
道
は
、
当
該
時
期
の
咸
陽
／
長
安
│
漢
中
の
連
絡
を
支
え
た
。

楚
│
秦
│
漢
の
継
承
関
係
を
背
景
に
し
て
、
秦
漢
帝
国
の
中
央
部
か
ら
扜
関
へ

の
縦
交
通
の
存
在
は
肯
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
安
か
ら
杜
陵
へ
移
動
し
、

子
午
道
を
経
由
し
て
漢
中
郡
に
入
り
、
漢
中
郡
の
属
県
で
あ
る
庸
県
へ
移
動
し

そ
こ
か
ら
魚
復
県
に
入
り
、
魚
復
県
に
あ
る
扜
関
を
通
過
し
て
黔
中
郡
に
入
る

（
長
安
│
杜
陵
│
子
午
道
│
漢
中
│
庸
│
魚
復
│
扜
関
│
黔
中
）
ル
ー
ト
が
見

え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
山
田
勝
芳
氏
は
（
書
き
下
し
文
は
筆
者
に
よ
る
）『
睡

虎
地
秦
簡
』「
法
律
答
問
」
簡
五
七
・
簡
五
八
の

「
発
偽
書
、
弗
智
、
貲
二
甲
。」
今
咸
陽
発
偽
伝
、
弗
智
、
即
復
封
伝
它
県
、

它
県
亦
伝
其
県
次
、
到
関
而
得
。
今
当
独
咸
陽
坐
以
貲
、
且
它
県
当
盡
貲
。

咸
陽
及
它
県
発
弗
智
者
当
皆
貲
。

（「
偽
書
を
発
き
、
智
（
知
）
ら
ざ
れ
ば
、
貲
に
二
甲
。」
今
咸
陽
に
偽
伝

を
発
き
、
智
（
知
）
ら
ざ
り
て
、
即
ち
復
た
它
県
に
伝
を
封
じ
、
它
県
も

亦
た
其
の
県
次
に
伝
え
、
関
に
到
り
て
得
。
今
独
だ
咸
陽
の
み
坐
と
し
て

貲
を
以
て
す
る
に
当
た
る
か
、
且
つ
它
県
に
も
尽
く
貲
す
る
に
当
た
る
か
。

咸
陽
及
び
它
県
発
き
て
智
（
知
）
ら
ざ
る
者
皆
な
貲
に
当
た
る
。）

を
引
用
し）17
（

、
秦
代
の
規
定
で
は
首
都
の
咸
陽
か
ら
多
く
の
県
を
通
過
し
て
、

「
関
」
に
至
る
ま
で
関
所
を
通
過
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
と
指
摘
す
る
。
加

え
て
、
氏
は
孟
嘗
君
の
故
事
を
取
り
上
げ
、
咸
陽
と
関
（
函
谷
関
）
の
間
に
内
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関
が
な
か
っ
た
こ
と
を
秦
の
実
情
と
す
る
。
氏
が
想
定
し
た
状
況
が
、「
津
関

令
」
に
お
い
て
函
谷
関
と
並
列
さ
れ
る
扜
関
に
も
通
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
南

方
か
ら
来
訪
し
た
旅
行
者
は
単
一
の
通
行
証
を
用
い
て
扜
関
を
通
過
し
た
の
ち
、

ほ
か
の
関
所
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
咸
陽
に
入
れ
る
。
そ
し
て
秦
律
を
継
承
し

た
前
漢
初
期
に
お
い
て
も
、
同
じ
経
路
で
都
長
安
に
入
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
し
て
、
扜
関
は
秦
漢
中
央
部
と
南
の
周
縁
地
域
を
接
続
す
る
連
絡

口
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。
漢
の
都
長
安
と
扜
関
と
の
間
に
、
地
理
的
な
隔
た

り
こ
そ
あ
る
が
、
首
都
│
（
内
側
）
郡
・
県
│
関
所
│
（
外
側
）
郡
・
県
の
接

続
関
係
か
ら
し
て
、
扜
関
ま
で
の
範
囲
は
漢
に
と
っ
て
の
内
側
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
扜
関
ま
で
の
範
囲
を
漢
帝
国
の
直
轄
支
配
領
域
と
し
て

捉
え
、
扜
関
を
関
中
地
域
の
区
切
り
と
す
る
意
見
は
首
肯
で
き
る
。
し
か
も
、

首
都
と
扜
関
の
間
に
あ
る
の
は
、
漢
王
国
の
受
封
地
で
あ
っ
た
漢
中
郡
で
あ
り
、

漢
帝
国
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。「
関
中
」
の
地
域
観
念
に
漢
中
郡
を
包
括
し
て

南
へ
と
伸
ば
し
た
の
は
、
漢
初
の
王
国
時
代
の
遺
産
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。三

、
扜
関
の
南
下
交
通

　

前
節
で
は
、
扜
関
を
通
過
し
て
北
上
す
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本

節
で
は
、
逆
の
視
点
か
ら
南
下
す
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
扜
関
の
南
方
交
通
は
黔
中
郡
に
至
る
。
こ
の
南
下
ル
ー
ト

は
、
よ
り
正
確
に
言
う
と
、
江
水
沿
い
に
あ
る
扜
関
を
通
過
し
、
江
水
を
渡
っ

て
黔
中
郡
を
経
由
し
て
江
水
以
南
の
領
域
に
進
出
す
る
交
通
路
で
あ
る
。
江
水

以
南
の
地
域
は
、
中
華
世
界
に
と
っ
て
古
来
よ
り
未
開
の
地
で
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
お
よ
そ
秦
漢
時
代
よ
り
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、『
漢
書
』

巻
一
高
帝
紀
下
（
五
年
正
月
条
）
に

詔
曰
、
故
衡
山
王
呉
芮
与
子
二
人
、
兄
子
一
人
、
従
百
越
之
兵
、
以
佐
諸

侯
、
誅
暴
秦
、
有
大
功
、
諸
侯
立
以
為
王
。
項
羽
侵
奪
之
地
、
謂
之
番
君
。

其
以
長
沙
、
豫
章
、
象
郡
、
桂
林
、
南
海
立
番
君
芮
為
長
沙
王
。

（
詔
し
て
曰
く
、
故
の
衡
山
王
の
呉
芮
は
子
二
人
、
兄
の
子
一
人
と
与
に
、

百
越
の
兵
を
従
へ
、
以
て
諸
侯
を
佐
け
、
暴
秦
を
誅
し
、
大
功
有
り
て
、

諸
侯
立
て
て
以
て
王
と
為
す
。
項
羽
の
侵
奪
の
地
、
之
を
番
君
と
謂
ふ
。

其
れ
長
沙
・
豫
章
・
象
郡
・
桂
林
・
南
海
を
以
て
番
君
の
芮
を
立
て
て
長

沙
王
と
為
す
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
百
越
の
兵
を
集
結
さ
せ
た
呉
芮
は
、
反
秦
戦
争
及
び
楚
漢
戦

争
の
功
績
に
よ
り
、
長
沙
・
豫
章
・
象
郡
・
桂
林
・
南
海
を
領
地
と
す
る
長
沙

王
と
し
て
封
建
さ
れ
る
。
こ
こ
で
見
え
る
長
沙
・
象
郡
・
桂
林
の
地
は
、
ま
さ

に
黔
中
と
隣
接
す
る
南
方
の
地
域
で
あ
る
。
漢
帝
国
は
間
接
支
配
の
形
で
江
水

以
南
地
域
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、『
同
』
同
高
帝
紀

下
一
二
年
一
二
月
条
の
「
詔
し
て
曰
く
、
南
武
侯
の
織
亦
た
粵
の
世
な
り
、
立

て
て
以
て
南
海
王
と
為
す
」
に
付
け
ら
れ
た
文
穎
の
注
で
は
次
の
よ
う
に
指
摘

す
る
。

469



扜関によって連結された秦漢帝国の南方交通

（35）

文
穎
曰
、
高
祖
五
年
、
以
象
郡
、
桂
林
、
南
海
、
長
沙
立
呉
芮
為
長
沙
王
。

象
郡
、
桂
林
、
南
海
属
尉
佗
。
佗
未
降
、
遙
虚
奪
以
封
芮
耳
。
後
佗
降
漢
、

十
一
年
、
更
立
佗
為
南
越
王
、
自
此
王
三
郡
。
芮
唯
得
長
沙
、
桂
林
、
零

陵
耳
。

（
文
穎
曰
く
、
高
祖
の
五
年
、
象
郡
・
桂
林
・
南
海
・
長
沙
を
以
て
呉
芮

を
立
て
て
長
沙
王
と
為
す
も
、
象
郡
・
桂
林
・
南
海
は
尉
佗
に
属
し
、
佗

未
だ
に
降
ら
ず
。
遙
か
に
虚
奪
し
て
以
て
芮
を
封
ず
る
の
み
。
後
に
佗
は

漢
に
降
り
、
十
一
年
、
更
め
て
佗
を
立
て
て
南
越
王
と
為
し
、
此
れ
よ
り

三
郡
に
王
た
り
。
芮
唯
だ
長
沙
・
桂
林
・
零
陵
を
得
る
の
み
、
と
）。

　

つ
ま
り
、
漢
帝
国
は
象
郡
・
桂
林
・
南
海
・
長
沙
を
領
地
と
し
て
呉
芮
を
封

建
し
た
が
、
事
実
上
象
郡
・
桂
林
を
領
有
し
た
の
は
尉
佗
の
南
越
王
国
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
黔
中
郡
と
の
接
続
は
、
長
沙
と
南
越
の
両
方
面
か
ら
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る）18
（

。

三
─
一
、
長
沙
地
域

　

黔
中
郡
の
東
は
長
沙
地
域
と
隣
接
す
る
。
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
長
沙
王
国

の
交
通
に
つ
い
て
、『
史
記
』
巻
一
〇
六
呉
王
濞
列
伝
に

越
直
長
沙
者
、
因
王
子
定
長
沙
以
北
、
西
走
蜀
、
漢
中
。

（
越
の
長
沙
に
直
る
は
、
王
の
子
長
沙
以
北
を
定
む
に
因
り
、
西
の
か
た

蜀
・
漢
中
に
走お
も
むく
）。

と
あ
る
。
も
と
よ
り
長
沙
南
部
は
南
越
と
境
を
接
し
、
度
々
紛
争
に
陥
っ
た
。

右
に
よ
れ
ば
、
長
沙
の
王
子
が
長
沙
北
部
の
蜀
・
漢
中
に
赴
く
道
を
安
定
さ
せ
、

長
沙
の
民
の
不
安
を
解
除
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
長
沙
の
北
部
か
ら
西
へ
向

か
う
と
、
蜀
・
漢
中
へ
の
通
路
と
接
続
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
お
よ
そ
南

郡
も
し
く
は
黔
中
郡
を
経
由
す
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
前
節
の
考
察
を
踏
ま
え

れ
ば
、
い
ず
れ
に
し
て
も
扜
関
を
通
過
し
て
長
安
に
入
る
ル
ー
ト
を
利
用
で
き

る
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
沙
地
域
の
地
形
を
考
慮
す
れ
ば
、
長
沙
南

部
か
ら
長
沙
北
部
に
向
か
う
に
は
、
ま
ず
東
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
か

ら
西
へ
向
か
っ
て
そ
こ
か
ら
北
へ
と
転
進
す
る
当
該
路
線
は
、
実
際
の
と
こ
ろ

遠
回
り
の
道
で
あ
る
。
加
え
て
、
扜
関
を
経
由
し
な
く
て
も
武
関
を
経
由
す
る

こ
と
を
選
択
で
き
、
当
該
路
線
は
長
沙
か
ら
長
安
に
向
か
う
唯
一
の
ル
ー
ト
で

は
な
い
。
も
と
よ
り
、
長
沙
の
地
理
上
の
位
置
付
け
は
旧
楚
地
域
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
史
料
と
し
て
、『
史
記
』
巻
一
二
九
貨
殖
列
伝
に

衡
山
・
九
江
・
江
南
・
豫
章
・
長
沙
、
是
南
楚
也
、
其
俗
大
類
西
楚
。

（
衡
山
・
九
江
・
江
南
・
豫
章
・
長
沙
、
是
れ
南
楚
な
り
、
其
の
俗
大
い

に
西
楚
に
類
す
。）

と
あ
る
。
長
沙
は
楚
の
南
部
地
域
（
南
楚
）
に
属
し
、
そ
の
風
俗
は
楚
の
西
部

地
域
（
西
楚
）
に
近
似
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
傍
証
と
な
る
の
は
、
秦
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帝
国
が
滅
び
た
の
ち
、
項
羽
封
建
の
下
で
楚
の
義
帝
は
長
沙
の
郴
県
に
徙
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
楚
を
国
号
と
す
る
義
帝
の
封
地
を
、
長
沙
地
域
に
設
置
し
た

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
長
沙
と
楚
国
と
の
関
連
性
は
楚
の
民
に
広
く
認
識
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
沙
の
交
通
を
考
え
る
に
際
し
、

ま
ず
は
旧
楚
地
域
内
の
連
絡
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
旧
楚
地

域
の
中
心
部
を
継
承
し
た
秦
漢
時
代
の
南
郡
は
、
長
沙
と
の
繫
が
り
が
強
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
南
郡
に
は
、
武
関
を
通
過
し
て
霸
水
の
南
か
ら
酈
山
の
西
を

経
由
し
て
咸
陽
／
長
安
に
入
る
交
通
路
が
あ
る
。
こ
の
武
関
ル
ー
ト
は
、
秦
漢

帝
国
の
南
方
交
通
を
支
え
る
主
要
路
線
で
あ
る
。『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀

（
二
八
年
条
）
に

上
自
南
郡
由
武
関
帰
。

（
上
は
南
郡
よ
り
武
関
に
由
り
て
帰
す
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
秦
の
始
皇
帝
の
巡
行
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
交
通
路
で
あ
る
。

の
ち
に
、
漢
の
元
封
五
（
前
一
〇
六
）
年
の
武
帝
の
南
郡
か
ら
江
陵
を
通
っ
て

東
に
向
か
う
巡
行
も
、
こ
の
交
通
路
を
使
用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
皇
帝
の
巡

行
に
使
用
さ
れ
た
交
通
路
で
あ
れ
ば
、
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
に
相

違
な
い
。
長
沙
か
ら
三
輔
地
域
に
向
か
う
に
は
、
武
関
ル
ー
ト
を
主
要
路
線
と

し
て
い
た
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
現
に
、『
史
記
』
巻
八
高
祖
本

紀
（
五
年
条
）
に

番
君
之
将
梅
鋗
有
功
、
従
入
武
関
、
故
徳
番
君
。

（
番
君
（
呉
芮
）
の
将
梅
鋗
功
有
り
、
従
ひ
て
武
関
に
入
り
、
故
に
番
君

を
徳
と
す
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
秦
末
に
お
い
て
劉
邦
軍
に
協
力
し
た
呉
芮
の
軍
は
、
将
軍
梅

鋗
の
引
率
の
も
と
で
劉
邦
軍
と
と
も
に
武
関
を
通
過
し
て
咸
陽
入
城
を
果
た
し

た
と
さ
れ
る
。
長
沙
か
ら
咸
陽
に
向
か
う
に
当
た
っ
て
、
武
関
ル
ー
ト
を
使
用

し
た
実
例
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
沙
を
出
発
し
た
旅
行
者
は
、

扜
関
を
通
過
す
る
北
上
ル
ー
ト
の
使
用
も
可
能
で
あ
る
が
、
扜
関
に
と
っ
て
長

沙
地
域
と
の
接
続
は
、
主
要
な
目
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

三
─
二
　
南
越
王
国

　

黔
中
郡
の
南
は
、
桂
林
・
象
と
隣
接
す
る
。
中
華
世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
当
該
地
域
は
、
外
縁
地
域
と
し
て
扱
わ
れ
蛮
夷
と
さ
れ
る
越
の
民
が

生
活
す
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
強
力
な
政
治
共
同
体
は
現
れ
ず
、

ま
と
ま
り
が
な
く
様
々
な
部
族
が
点
在
す
る
。
そ
の
あ
り
方
か
ら
、
虚
数
の
百

を
付
け
ら
れ
て
総
じ
て
百
越
と
呼
ば
れ
る
。
戦
乱
の
中
で
は
干
渉
で
き
な
か
っ

た
外
縁
地
域
で
あ
る
が
、
中
華
世
界
の
統
合
を
果
た
し
た
秦
帝
国
は
、
次
第
に

軍
事
行
動
を
用
い
て
百
越
へ
の
進
出
を
は
か
っ
た
。『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本

紀
に

三
十
三
年
、
発
諸
嘗
逋
亡
人
・
贅
壻
・
賈
人
略
取
陸
梁
地
、
為
桂
林
・
象
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郡
・
南
海
、
以
適
遣
戍
。

（
三
十
三
年
、
諸
々
の
嘗
つ
て
の
逋
亡
せ
る
人
・
贅
壻
・
賈
人
を
発
し
て

陸
梁
の
地
を
略
取
し
、
桂
林
・
象
郡
・
南
海
を
為
し
・
以
て
適
し
て
遣
り

て
戍
ら
し
む
。）

と
あ
る
。
始
皇
帝
の
三
三
（
前
二
一
四
）
年
に
、
秦
は
亡
人
（
罪
あ
っ
て
逃
亡

し
て
い
た
者
）・
贅
婿
（
入
り
婿
）・
賈
人
（
商
人
）
を
動
員
し
て
南
方
の
地）19
（

を

攻
略
し
、
桂
林
・
象
・
南
海
の
諸
郡
を
設
置
し
た
。
秦
の
南
方
攻
略
に
つ
い
て
、

賈
誼
の
『
過
秦
論
』
に
、

南
取
百
越
之
地
、
以
為
桂
林
・
象
郡
、
百
越
之
君
俛
首
係
頸
、
委
命
下
吏
。

（
南
の
か
た
百
越
の
地
を
取
り
、
以
て
桂
林
・
象
郡
と
為
し
・
百
越
の
君

は
首
を
俛
せ
頸
を
係
ぎ
、
下
吏
に
委
命
す
。）

と
あ
り
、『
史
記
』
の
記
述
の
補
足
に
な
る
と
考
え
る
。
右
記
に
よ
れ
ば
、
百

越
の
地
を
征
服
し
た
秦
は
百
越
の
各
部
族
の
長
を
役
人
と
し
て
任
命
し
、
百
越

の
地
を
秦
の
支
配
体
制
に
組
み
込
ん
だ
。
秦
の
対
越
戦
争
に
つ
い
て
、
史
料
は

乏
し
く
不
明
瞭
な
部
分
は
多
い
が
、
秦
│
越
の
進
出
路
線
は
お
よ
そ
次
の
史
料

か
ら
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
史
記
』
巻
一
一
三
南
越
列
伝
に

南
海
尉
任
囂
病
且
死
、
召
龍
川
令
趙
佗
語
曰
、
…
秦
為
無
道
、
天
下
苦
之

吾
欲
興
兵
絶
新
道
、
自
備
、
待
諸
侯
変
、
会
病
甚
。
且
番
禺
負
山
險
、
阻

南
海
、
東
西
数
千
里
、
頗
有
中
国
人
相
輔
、
此
亦
一
州
之
主
也
、
可
以
立

国
。
…
囂
死
、
佗
即
移
檄
告
橫
浦
、
陽
山
、
湟
谿
関
曰
、
盜
兵
且
至
、
急

絶
道
聚
兵
自
守
。

（
南
海
尉
の
任
囂
病
し
て
且
に
死
さ
ん
と
し
、
龍
川
令
の
趙
佗
を
召
し
て

語
り
て
曰
く
、
…
秦
無
道
と
為
り
、
天
下
之
に
苦
し
む
…
吾
兵
を
興
し
新

道
を
絶
ち
、
自
ら
備
え
、
諸
侯
の
変
ず
る
を
待
た
ん
と
欲
す
る
も
、
会
々

病
甚
だ
し
。
且
つ
番
禺
山
の
險
な
る
を
負
ひ
、
南
海
を
阻
み
、
東
西
す
る

こ
と
数
千
里
な
り
、
頗
る
中
国
の
人
の
相
輔
有
り
、
此
れ
亦
た
一
州
の
主

な
り
、
以
て
立
国
す
べ
し
、
と
。
…
囂
死
す
、
佗
即
ち
に
檄
を
移
し
橫

浦
・
陽
山
・
湟
谿
関
に
告
げ
て
曰
く
、
盜
兵
且
に
至
ら
ん
、
急
ぎ
て
道
を

絶
ち
兵
を
聚
め
て
自
ら
守
れ
、
と
。）

と
あ
る
。
秦
末
の
動
乱
に
直
面
し
、
南
海
尉
の
任
囂
は
部
下
の
尉
（
趙
）
佗
に

「
新
道
」
を
断
ち
切
っ
て
割
拠
す
る
よ
う
に
遺
言
を
残
し
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
、

尉
佗
は
任
囂
の
死
後
に
直
ち
に
橫
浦
・
陽
山
・
湟
谿
の
三
関
の
道
を
断
ち
切
る

よ
う
に
命
令
し
た
。
こ
の
文
脈
に
鑑
み
れ
ば
、
任
囂
が
言
う
「
新
道
」
と
は
橫

浦
・
陽
山
・
湟
谿
の
三
関
の
道
で
あ
っ
た
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
こ
の

「
新
道
」
に
つ
い
て
、
当
該
箇
所
に
見
え
る
『
史
記
索
隱
』
の
注
釈
は
蘇
林
の

言
葉
を
引
き
、

秦
所
通
越
道
。

（
秦
の
越
に
通
ず
る
所
の
道
な
り
。）
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と
あ
り
、
秦
越
交
通
に
使
用
さ
れ
て
い
た
道
だ
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、

秦
か
ら
越
へ
の
進
軍
は
、
こ
の
「
新
道
」
す
な
わ
ち
橫
浦
・
陽
山
・
湟
谿
の
三

関
の
ル
ー
ト
を
経
由
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
争
状
態
に
な
る
ま
で
交
流
が
な

か
っ
た
秦
│
越
の
間
に
、
軍
事
行
動
に
伴
っ
て
右
の
交
通
路
が
開
発
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
関
の
位
置
に
つ
い
て
、
諸
家
の
考
証
に
よ

っ
て
大
ま
か
な
位
置
が
判
明
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
『
史
記
索
隠
』
と
『
水
経

注
』
の
考
証
を
参
考
し
、
譚
其
驤
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』（
中
国
地
図
出
版

社
、
一
九
八
二
年
）
に
従
っ
て
三
関
の
位
置
を
特
定
す
る）20
（

。

①
横
浦
関
に
つ
い
て
、

　
『
史
記
索
隠
』
に
「『
南
康
記）21
（

』
に
云
く
、
南
野
県
大
庾
嶺
よ
り
三
十
里
に
し

て
橫
浦
に
至
り
、
秦
の
時
の
関
有
り
、
其
の
下
は
謂
ひ
て
「
塞
上
」
と
為
す
、

と
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
け
ば
、
横
浦
関
は
今
の
広
東
省
南
雄
市
の
東
北
に

あ
る
。

②
陽
山
関
に
つ
い
て
、

　
『
史
記
索
隠
』
に
「
姚
氏）22
（

案
ず
る
に
、
地
理
志
に
云
く
、
揭
陽
に
陽
山
県
有

り
。
今
此
の
県
の
上
流
よ
り
百
餘
里
に
し
て
騎
田
嶺
有
り
、
当
に
是
れ
陽
山
関

た
る
べ
し
、
と
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
け
ば
、
陽
山
関
は
今
の
広
東
省
陽
山

県
の
西
北
に
あ
る
。

③
湟
谿
関
に
つ
い
て
、

　

ま
た
は
洭
浦
関
に
作
る）23
（

。『
水
経
注
』
巻
三
八
溱
水
篇
に
「
湞
陽
県
を
過
ぎ
、

洭
浦
関
を
出
で
、
桂
水
と
合
し
、
南
の
か
た
海
に
入
る
」
と
あ
り
、『
同
』
巻

三
九
洭
水
篇
に
「
南
の
か
た
洭
浦
関
を
出
で
、
桂
水
と
為
す
」
と
あ
る
。
そ
れ

に
基
づ
け
ば
、
湟
谿
関
は
溱
水
と
洭
水
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
今
の
広

東
省
英
徳
市
の
西
南
に
あ
る
。

　

右
記
の
三
関
の
位
置
か
ら
し
て
、
秦
│
越
を
連
絡
す
る
「
新
道
」
と
は
長
沙

郡
と
盧
江
郡
を
経
由
し
て
南
下
す
る
ル
ー
ト
に
該
当
す
る
。
鶴
間
和
幸）24
（

氏
は
秦

の
楚
越
支
配
は
一
本
の
南
北
ラ
イ
ン
に
支
え
ら
れ
、
咸
陽
│
武
関
│
漢
水
│
郢

│
湘
水
│
灕
水
│
番
禺
を
下
る
形
で
進
行
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
河
川

ラ
イ
ン
を
陸
路
で
表
示
す
れ
ば
、
お
よ
そ
咸
陽
│
藍
田
│
武
関
│
南
陽
│
南
郡

│
長
沙
／
盧
江
│
越
（
南
海
・
番
禺
）
と
な
る
。
後
に
前
漢
武
帝
の
南
越
侵
攻

に
も
使
用
さ
れ
た
当
該
路
線
は
、
水
の
力
を
活
用
し
、
人
と
物
資
を
大
量
に
西

か
ら
東
へ
と
運
べ
る
設
計
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
秦
の
百
越
を
支
配
す
る
時
期
、
及
び
始
皇
帝
の
巡
行
に
越
地
の

巡
察
は
な
か
っ
た
と
の
事
情
か
ら
、『
史
記
』
巻
一
一
三
南
越
列
伝
に
見
え
る

「
新
道
」
と
の
名
称
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
路
線
は
新
た
に
開
発
さ
れ

た
交
通
路
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
秦
末
漢
初
に
お
い
て
、
百
越
地
域
と
の
交
通

は
ま
だ
ま
だ
模
索
の
段
階
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
武
関
を
経
由
す
る
右
の
ル
ー

ト
は
、
必
ず
し
も
百
越
地
域
に
進
入
す
る
正
規
の
交
通
路
と
は
断
言
で
き
な
い
。

　

秦
の
滅
亡
に
伴
い
、
百
越
の
地
は
秦
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

秦
が
越
地
に
残
し
た
遺
産
を
受
け
継
ぎ
、
百
越
の
地
を
支
配
し
た
の
は
、
前
記

に
見
え
た
尉
佗
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
史
記
』
巻
一
一
三
南
越
列
伝
に
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秦
已
破
滅
、
佗
即
撃
并
桂
林
、
象
郡
、
自
立
為
南
越
武
王
。

（
秦
已
に
破
滅
す
る
や
、
佗
即
ち
撃
ち
て
桂
林
・
象
郡
を
并
し
、
自
ら
立

て
て
南
越
武
王
と
為
す
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
尉
佗
は
南
海
を
拠
点
に
西
へ
進
出
し
、
桂
林
・
象
を
併
合
し

て
南
越
王
国
を
建
立
し
自
ら
南
越
武
王
と
称
し
た
。
黔
中
郡
に
隣
接
す
る
桂

林
・
象
と
の
併
合
に
よ
り
、
百
越
か
ら
扜
関
を
通
過
し
て
北
上
す
る
ル
ー
ト
が

開
通
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
情
報
を
整
理
す
る
と
、
漢
の
時
代
に
お
い
て
中
央
部
で
あ
る
三
輔
地

域
と
百
越
地
域
を
結
ぶ
通
路
は
お
よ
そ
以
下
の
二
通
り
が
あ
る
。

①
長
安
│
杜
陵
│
子
午
道
│
漢
中
│
庸
│
魚
復
│
扜
関
│
黔
中
│
象
│
桂
林
│

南
海

②
長
安
│
藍
田
│
武
関
│
南
陽
│
南
郡
│
長
沙
／
盧
江
│
越
（
南
海
・
番
禺
）

　

こ
の
二
つ
の
路
線
の
中
で
、
②
の
武
関
ル
ー
ト
は
長
沙
地
域
を
通
過
す
る
必

要
が
あ
る
。
南
越
王
国
と
長
沙
王
国
と
の
険
悪
な
関
係
（
詳
細
は
後
述
す
る
）

を
考
慮
す
れ
ば
、
南
越
王
国
は
①
の
扜
関
ル
ー
ト
を
よ
り
重
視
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。

　

漢
初
に
お
い
て
扜
関
の
交
通
は
、
西
は
巴
蜀
地
域
、
東
は
旧
楚
地
域
、
南
は

黔
中
郡
を
経
由
し
て
長
沙
王
国
と
南
越
王
国
に
通
じ
る
。
帝
国
の
中
央
部
と
周

縁
地
域
ひ
い
て
は
外
国
政
権
を
接
続
す
る
役
割
が
あ
っ
た
扜
関
は
、
漢
帝
国
に

と
っ
て
特
別
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
巴
蜀
地
域
に
は
更
に

西
か
ら
長
安
に
向
か
う
ル
ー
ト
が
あ
る
。
旧
楚
地
域
と
長
沙
王
国
は
武
関
ル
ー

ト
を
正
規
な
交
通
路
と
す
る
。
そ
れ
ら
の
環
境
と
比
べ
、
南
越
王
国
は
扜
関
ル

ー
ト
の
利
用
を
よ
り
重
視
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漢
帝
国
が
扜

関
重
視
し
た
理
由
は
、
そ
れ
を
利
用
し
た
南
越
王
国
と
の
接
続
に
あ
る
の
で
あ

ろ
う
。

四
、
符
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
漢
越
の
外
交

　

南
越
王
国
は
秦
の
崩
壊
に
伴
っ
て
建
国
し
、
中
華
世
界
か
ら
独
立
し
た
政
権

に
成
長
し
て
い
く
。
一
方
で
、
中
華
世
界
は
秦
末
の
動
乱
を
経
過
し
、
楚
漢
戦

争
を
経
て
漢
帝
国
は
全
国
支
配
を
果
た
す
。
お
よ
そ
同
時
期
に
建
立
し
た
両
政

権
の
交
流
も
ま
た
い
ち
早
く
開
始
さ
れ
て
い
た
。
漢
越
両
国
の
外
交
関
係
は
漢

の
高
祖
期
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
た
。『
史
記
』
巻
一
一
三
南
越
列
伝
に

漢
十
一
年
、
遣
陸
賈
因
立
佗
為
南
越
王
、
与
剖
符
通
使
、
和
集
百
越
、
毋

為
南
辺
患
害
、
与
長
沙
接
境
。

（
漢
の
十
一
年
、
陸
賈
を
遣
は
し
て
因
り
て
佗
を
立
て
て
南
越
王
と
為
し
、

与
に
符
を
剖
か
ち
て
使
を
通
じ
、
百
越
を
和
集
し
、
南
邊
の
患
害
を
為
す

毋
か
ら
し
め
、
長
沙
と
境
を
接
す
。）
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と
あ
る
。
右
の
記
事
か
ら
、
漢
皇
帝
の
劉
邦
は
南
越
と
国
交
を
結
ぶ
た
め
に
、

ま
ず
は
功
臣
の
陸
賈
を
派
遣
し
尉
佗
の
南
越
王
と
し
て
の
地
位
を
確
定
さ
せ
た
。

そ
の
上
で
南
越
に
符
を
分
け
与
え
て
外
交
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
漢
越
両
国

の
境
目
に
は
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
見
え
る
符
は
、
よ
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
も
ち
ろ
ん
通
行
証
で
あ
る
が
、
当
該
時
期
の
外
交
に
関
わ
る
重

要
な
物
品
で
も
あ
る
。
伝
世
史
料
に
お
い
て
、
こ
の
種
類
の
符
は
「
国
名
」
＋

「
符
」
の
形
で
記
載
さ
れ
る
（
以
下
は
国
符
と
呼
称
す
る
）
こ
と
が
多
い
。
国

符
と
は
、
戦
国
時
代
の
諸
国
が
他
国
と
の
国
交
を
維
持
す
る
た
め
、
自
国
の
関

所
を
通
過
さ
せ
る
た
め
の
通
行
証
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
国
は
使
者
を

送
り
合
い
、
複
雑
な
政
治
環
境
の
中
で
交
流
し
続
け
て
い
た）25
（

。
こ
の
事
象
は
秦

漢
帝
国
に
継
承
さ
れ
、
漢
越
の
間
に
見
え
る
符
に
も
同
様
な
役
割
が
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
中
国
古
代
社
会
に
は
様
々
な
通
行
証
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
、

冨
谷
至）26
（

氏
は
符
は
諸
々
の
「
わ
り
ふ
」
と
機
能
を
異
と
し
、
符
の
使
用
は
関
所

の
通
過
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
一
定
の
関
所
を
通
過

す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
定
の
用
務
に
お
い
て
、
封
印
の
手
間
な
ど
の
煩
雑
さ
を

省
略
し
た
簡
易
な
通
行
証
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
氏
の
意
見
に
従
え
ば
、
漢
と

越
の
間
で
交
換
さ
れ
た
符
は
、
特
定
し
た
関
所
の
み
通
過
で
き
る
通
行
証
で
あ

る
。
本
稿
の
い
ま
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
漢
と
越
と
の
間
で
交
換
さ
れ

た
符
の
使
用
箇
所
は
、
お
よ
そ
①
扜
関
ル
ー
ト
と
②
武
関
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
か

に
絞
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
つ
の
路
線
の
中
で
、
先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
②
の
場
合
は
長
沙
王

国
を
通
過
す
る
必
要
が
あ
る
。
長
沙
王
国
と
は
、
異
姓
諸
侯
王
国
と
し
て
前
漢

の
文
帝
期
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
劉
氏
と
の
繫
が
り
が
薄
い
点
か
ら
、
諸
侯
王

国
と
し
て
の
独
立
性
が
強
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
独
立
性
の
強
さ
は
、
南
越
と

の
関
係
に
も
影
響
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
吉
開
将
人）27
（

氏
は
南
越
王
国
と
長

沙
王
国
と
の
抗
争
は
「
覇
王
」
的
勢
力
同
士
の
覇
権
争
い
と
い
う
性
質
を
備
え

た
と
す
る
、
首
肯
で
き
る
意
見
で
あ
る
。
独
立
国
と
し
て
振
る
舞
っ
た
長
沙
王

国
は
、
漢
帝
国
と
は
無
関
係
に
南
越
王
国
と
独
立
し
た
外
交
を
行
っ
た
。
そ
の

一
端
を
窺
わ
せ
た
一
文
が
次
の
史
料
に
見
え
る
。『
史
記
』
巻
一
一
三
南
越
列

伝
に

高
后
時
、
有
司
請
禁
南
越
関
市
鉄
器
。
佗
曰
、
高
帝
立
我
、
通
使
物
、
今

高
后
聴
讒
臣
、
別
異
蛮
夷
、
隔
絶
器
物
、
此
必
長
沙
王
計
也
。
欲
倚
中
国
、

撃
滅
南
越
而
并
王
之
、
自
為
功
也
。
於
是
佗
乃
自
尊
号
為
南
越
武
帝
、
発

兵
攻
長
沙
辺
邑
、
敗
数
県
而
去
焉
。

（
高
后
の
時
、
有
司
請
ひ
て
南
越
の
鉄
器
を
関
市
す
る
を
禁
ず
。
佗
曰
く
、

高
帝
我
を
立
て
、
使
物
を
通
ぜ
り
。
今
高
后
讒
臣
に
聴
き
て
、
蛮
夷
を
別

異
し
、
器
物
を
隔
絶
す
。
此
れ
必
ず
長
沙
王
の
計
な
り
。
中
国
に
倚
り
て

撃
ち
て
南
越
を
滅
ぼ
し
て
并
せ
て
之
に
王
と
し
、
自
ら
功
と
為
さ
ん
と
欲

す
る
な
り
。
是
に
於
い
て
佗
乃
ち
自
ら
尊
び
て
号
し
て
南
越
武
帝
と
為
し
、

兵
を
発
そ
て
長
沙
辺
邑
を
攻
め
、
数
県
を
敗
り
て
去
る
。）

と
あ
る
。
呂
后
期
の
鉄
器
売
買
の
禁
制
を
受
け
、
尉
佗
は
長
沙
王
国
が
漢
帝
国

と
協
力
し
て
南
越
王
国
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
と
疑
い
、
兵
を
動
員
し
て
長
沙
王
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国
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
史
料
か
ら
、
国
境
を
接
す
る
南
越
と
長
沙
は
互
い
に
疑

心
暗
鬼
の
状
態
で
あ
り
、
険
悪
な
関
係
に
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
同
時
に
、
長
沙

│
越
の
関
係
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
漢
│
越
の
関
係
と
平
行
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
漢
が
外
交
の
た
め
に
越
に
符
を
分
け
与
え
て
い
た
と
同
様
に
、

長
沙
も
外
交
の
伝
統
に
則
っ
て
越
に
符
を
分
け
与
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
符
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
自
国
の
関
所
を
通
過
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
漢
帝
国
・
長
沙
王
国
・
南
越
王
国
の
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
外
交

を
展
開
し
た
な
ら
ば
、
漢
符
と
長
沙
符
の
使
用
区
域
は
重
な
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
漢
と
越
の
外
交
関
係
に
用
い
ら
れ
た
符
は
、
長
沙
地
域
の

通
過
を
想
定
さ
れ
ず
、
扜
関
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推

定
で
き
る
。
次
の
史
料
は
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。「
津
関
令
」
簡
四
九
三
に

□
、
制
詔
御
史
。
其
令
諸
関
、
禁
毋
出
私
金
器
・
鉄
。
其
以
金
器
入
者
、

関
謹
籍
書
、
出
復
以
閲
、
出
之
。
籍
器
、
飾
及
所
服
者
不
用
此
令
四
九
三
。

（
□
、
御
史
に
制
詔
す
。
其
れ
諸
々
の
関
に
令
し
、
禁
じ
て
私
金
器
・
鉄

を
出
だ
す
こ
と
毋
か
ら
し
む
。
其
れ
金
器
を
以
て
入
る
る
は
、
関
謹
み
て

籍
書
し
、
出
る
と
き
復
た
以
て
閲
し
、
之
を
出
だ
す
。
器
を
籍
す
る
と
き
、

飾
り
及
び
服
す
る
所
は
此
の
令
を
用
ゐ
ず
。）

　

右
記
の
「
津
関
令
」
の
条
文
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
取
り
上
げ
た
簡
四
九
二
に

続
く
簡
四
九
三
の
条
文
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
関
外
へ
の
輸
出
を
禁
止
さ
れ

た
物
品
を
明
記
し
、
関
中
に
輸
入
さ
れ
る
金
器
へ
の
対
処
を
明
記
し
た
。
と
り

わ
け
、
輸
出
を
禁
止
さ
れ
た
物
品
に
関
し
て
、
金
器
の
他
に
鉄
器
に
も
言
及
さ

れ
る
。
そ
の
対
象
は
、「
其
令
諸
関
」
と
の
み
記
さ
れ
、
条
文
か
ら
対
象
を
特

定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
簡
と
簡
四
九
二
と
の
接
続
を
考
え
れ
ば
、

簡
四
九
二
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
五
つ
の
関
所
が
そ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

る
。「
二
年
律
令
」
に
見
え
る
呂
后
二
年
に
お
け
る
鉄
器
輸
出
の
禁
止
と
、『
史

記
』
に
見
え
る
呂
后
期
に
禁
止
さ
れ
た
南
越
と
の
鉄
器
貿
易
、
こ
の
両
者
は
直

結
し
た
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
「
関
市
」「
関
」
な
ど
の
語
を
媒
介

と
し
て
『
史
記
』
と
「
二
年
律
令
」
を
併
せ
て
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の

裏
に
あ
る
扜
関
の
存
在
が
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。

　

戦
国
時
代
の
国
符
は
、
史
料
の
限
界
に
よ
り
政
治
外
交
の
側
面
し
か
見
え
な

い
が
、
漢
越
の
貿
易
関
係
を
背
景
に
し
て
、
扜
関
の
通
過
に
利
用
さ
れ
た
符
に

は
経
済
的
側
面
が
見
え
る
。
ま
ず
、
漢
か
ら
越
へ
の
物
流
は
次
の
史
料
か
ら
見

え
る
。『
漢
書
』
巻
九
五
南
粤
伝
に

高
后
時
、
有
司
請
禁
粤
関
市
鉄
器
。
…
高
后
自
臨
用
事
、
近
細
士
、
信
讒

臣
、
別
異
蠻
夷
、
出
令
曰
、
毋
予
蠻
夷
外
粤
金
鉄
田
器
。
馬
牛
羊
即
予
、

予
牡
、
毋
与
牝
。

（
高
后
の
時
、
有
司
請
ひ
て
粤
の
鉄
器
を
関
市
す
る
を
禁
ず
。
…
高
后
自

ら
用
事
に
臨
み
、
細
士
を
近
づ
げ
、
讒
臣
を
信
じ
、
蛮
夷
を
別
異
し
、
令

を
出
だ
し
て
曰
く
、
蛮
夷
外
粤
に
金
鉄
田
器
を
予
へ
毋
か
ら
し
め
。
馬
牛

羊
即
し
予
ふ
れ
ば
、
牡
を
予
へ
、
牝
を
与
へ
る
こ
と
毋
か
ら
し
め
、
と
。）
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と
あ
る
。
前
記
『
史
記
』
巻
一
一
三
南
越
列
伝
の
引
用
と
同
様
の
箇
所
に
該
当

す
る
が
、
呂
后
期
に
お
け
る
鉄
器
貿
易
の
禁
止
を
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
馬
・

牛
・
羊
な
ど
の
動
物
売
買
へ
の
制
限
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

金
・
鉄
の
売
買
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
馬
・
牛
・
羊
な
ど
の
動
物
の
売
買
は
オ
ス

の
み
が
許
さ
れ
る
。
越
地
で
動
物
が
繁
殖
し
な
い
よ
う
に
、
メ
ス
の
売
買
を
禁

じ
貿
易
に
規
制
を
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
柄
か
ら
、
漢
越
の
外
交
関
係

の
下
で
、
越
は
漢
帝
国
か
ら
金
器
・
鉄
器
・
馬
・
牛
・
羊
な
ど
、
日
常
生
活
を

支
え
る
物
資
を
輸
入
し
て
い
た
側
面
が
窺
え
る
。
一
方
で
、
越
か
ら
漢
へ
の
物

流
は
次
の
史
料
か
ら
見
え
る
。『
淮
南
子
』
巻
一
八
人
間
訓
に

又
利
越
之
犀
角
・
象
歯
・
翡
翠
・
珠
璣
、
乃
使
尉
屠
睢
発
卒
五
十
万
、
為

五
軍
、
一
軍
塞
鐔
城
之
嶺
、
一
軍
守
九
疑
之
塞
、
一
軍
処
番
禺
之
都
、
一

軍
守
南
野
之
界
、
一
軍
結
餘
幹
之
水
。
三
年
不
解
甲
馳
弩
。

（
又
た
越
の
犀
角
・
象
歯
・
翡
翠
・
珠
璣
を
利
と
し
、
乃
ち
尉
の
屠
睢
を

し
て
卒
五
十
万
を
発
し
、
五
軍
と
為
し
、
一
軍
は
鐔
城
の
嶺
を
塞
ぎ
、
一

軍
は
九
疑
の
塞
を
守
り
、
一
軍
は
番
禺
の
都
に
処
り
、
一
軍
は
南
野
の
界

を
守
り
、
一
軍
は
餘
幹
の
水
を
結
ば
し
む
。
三
年
に
し
て
甲
を
解
か
ざ
り

て
弩
を
馳
め
ず
。）

と
あ
る
。
右
記
に
よ
れ
ば
、
秦
は
越
か
ら
利
益
を
得
よ
う
と
し
、
尉
の
屠
睢
を

派
遣
し
て
越
を
攻
略
し
た
。
そ
の
際
に
、
秦
が
目
当
て
と
し
た
越
の
「
利
」
に

つ
い
て
、
犀
角
・
象
歯
・
翡
翠
・
珠
璣
な
ど
の
珍
宝
の
名
称
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
秦
に
続
く
漢
の
時
代
に
お
い
て
も
、
中
華
世
界
で
は
入
手
し
難
い
こ
れ
ら

の
珍
宝
は
需
要
が
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
限
ら
れ
た
史
料
の
中
で
漢
越
貿
易

の
全
貌
が
見
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
越
は
漢
か
ら
日
用
品
、
漢
は
越
か
ら
贅

沢
品
を
入
手
し
、
互
い
に
利
と
な
る
も
の
が
売
買
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
貿
易
関
係
を
結
び
合
わ
せ
た
の
が
、
符
の
存
在
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
外
国
政
権
と
の
貿
易
に
お
い
て
、
符
の
必
要
性
は
次
の
史
料
か
ら
窺

え
る
。『
漢
書
』
巻
五
〇
汲
黯
伝
に

匈
奴
渾
邪
王
帥
衆
來
降
。
後
渾
邪
王
至
、
賈
人
与
市
者
、
坐
当
死
五
百
餘

人
。
…
黯
入
…
曰
、
…
愚
民
安
知
市
買
長
安
中
、
而
文
吏
繩
、
以
為
闌
出

財
物
如
辺
関
乎
。
陛
下
縱
不
能
得
匈
奴
之
贏
以
謝
天
下
、
又
以
微
文
殺
無

知
者
五
百
餘
人
、
臣
竊
為
陛
下
弗
取
也
。

（
匈
奴
の
渾
邪
王
衆
を
帥
ゐ
て
來
降
す
。
後
に
渾
邪
王
至
り
、
賈
人
与
に

市
す
る
者
、
坐つ

み

と
し
て
死
に
当
た
る
も
の
五
百
餘
人
。
…
黯
入
り
て
…
曰

く
、
…
愚
民
安
く
ん
ぞ
市
し
て
長
安
中
に
買
ひ
、
而
し
て
文
吏
繩
し
、
以

て
財
物
を
闌
出
す
る
と
為
し
て
辺
関
の
如
き
を
知
ら
ん
や
。
陛
下
縦
ひ
能

く
匈
奴
の
贏
を
得
て
以
て
天
下
に
謝
せ
ざ
れ
ど
、
又
た
微
文
を
以
て
無
知

な
る
者
五
百
餘
人
を
殺
せ
ば
、
臣
竊
か
に
為
ふ
に
陛
下
の
取
ら
ざ
る
所
な

り
、
と
。）

と
あ
る
。
前
漢
の
武
帝
期
に
匈
奴
の
渾
邪
王
は
漢
に
降
伏
し
、
関
外
か
ら
漢
の

都
長
安
に
入
朝
し
た
。
渾
邪
王
が
長
安
に
入
城
し
た
際
に
、
彼
と
商
売
し
た
こ
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と
で
死
罪
を
問
わ
れ
た
者
が
五
百
人
余
り
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
渾
邪
王
の
所

属
は
関
外
で
あ
り
、
彼
と
の
商
売
は
物
品
を
関
外
に
売
り
出
す
こ
と
と
同
義
で

あ
る
、
と
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漢
帝
国
の
法
的
手
続
き
を

経
過
し
な
け
れ
ば
、
関
外
の
者
と
の
商
売
は
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

右
に
見
え
る
汲
黯
の
諫
言
か
ら
、
当
該
事
件
で
罪
を
問
わ
れ
た
者
は
「
闌
出
財

物
）
28
（

」
の
規
定
に
抵
触
し
た
と
わ
か
る
。
こ
の
「
闌
出
財
物
」
に
つ
い
て
顔
師
古

の
注
に
は
臣
瓚
の
言
葉
を
引
き
、

無
符
伝
出
入
為
闌
也
。

（
符
伝
無
き
て
出
入
す
る
は
闌
と
為
る
な
り
。）

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
渾
邪
王
事
件
で
下
さ
れ
た
処
罰
は
通
行
証
で
あ
る

符
・
伝
の
規
定
に
関
連
す
る
。
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
、『
睡
虎
地
秦
簡
』

「
法
律
答
問
」
簡
一
八
四
に

客
未
布
吏
而
与
賈
、
貲
一
甲
。
可
（
何
）
謂
「
布
吏
」・
詣
符
伝
於
吏
是

謂
「
布
吏
」。

（
客
未
だ
布
吏
せ
ず
し
て
と
も
に
賈
え
ば
、
貲
に
一
甲
。
何
を
「
布
吏
」

と
謂
ふ
か
。
・
符
伝
を
吏
に
詣
す
こ
と
是
れ
「
布
吏
」
と
謂
ふ
。）

と
あ
る
。
右
記
の
よ
う
に
、
符
・
伝
な
ど
の
通
行
証
の
所
持
者
は
そ
れ
を
役
所

に
提
出
（
布
吏
）
す
る
ま
で
、
商
売
し
て
は
い
け
な
い
と
秦
代
の
律
令
に
規
定

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
秦
律
を
継
承
し
た
漢
律
も
、
こ
の
規
定
を
継
承
し
た
可

能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、
地
域
を
越
え
た
貿
易
で
は
物
品
の
出
所
を
明
白
と

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
通
商
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
た
め
、
商
人
は
通
過
し
た
関

所
を
記
し
た
通
行
証
を
役
所
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
渾
邪
王
の
事
例
を

鑑
み
れ
ば
、
こ
の
律
令
規
定
は
国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
外
に
も
適
用
さ
れ
る
と

推
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
処
罰
対
象
は
律
令
に
よ
っ
て
束
縛
さ
れ
る
自
国
の
民

の
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
漢
越
の
貿
易
は
扜
関
の
通
過
を
必
須
条
件

と
し
て
い
る
。
漢
帝
国
か
ら
南
越
王
国
に
分
け
与
え
ら
れ
た
符
は
、
越
か
ら
漢

へ
の
移
動
路
線
を
限
定
し
た
。
複
数
の
移
動
路
線
が
存
在
す
る
中
で
、
扜
関
ル

ー
ト
の
指
定
は
南
越
王
国
と
険
悪
な
関
係
に
あ
る
長
沙
王
国
と
の
接
触
を
避
け

る
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
南
越
王
国
は
鉄
や
馬
な
ど
の
日
用
品
を
中
華
世

界
か
ら
輸
入
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
漢
に
決
め
ら
れ
た
移
動
路
線
を
使
用

し
そ
の
証
明
と
な
る
符
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
商
売
す
る
資
格
を
得
ら
れ
な
い
。

漢
越
の
貿
易
は
交
通
上
の
規
制
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、
漢
帝
国
は
符
を
通
じ
て
境
界
線
上
の
紛
争
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
り
、
交
通
か
ら
派
生
し
た
権
力
を
用
い
て
直
轄
地
以
外
の
地
域
に
干
渉
し

た
と
言
え
よ
う
。

五
、
扜
関
の
管
轄
形
態
│
諸
関
所
と
合
わ
せ
て
│

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
で
は
、
扜
関
と
首
都
と
の
交
通
関
係
を
検
討
し
て
い
く
中
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で
、
南
越
と
の
連
絡
は
扜
関
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
そ

の
上
で
、
漢
越
の
外
交
及
び
貿
易
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
節
で
は
、
周
縁

地
域
と
の
接
続
に
お
い
て
、
扜
関
が
如
何
に
そ
の
機
能
を
果
た
し
た
か
を
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
前
記
の
『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
上
（
巴
郡
条
）
に
「
江
関
、
都
尉

の
治
む
る
所
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
扜
関
は
都
尉
が
管
轄
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
こ
れ
と
類
似
す
る
条
文
と
し
て
、『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
下
敦
煌
郡

条
に

有
陽
関
・
玉
門
関
、
皆
都
尉
治
。

（
陽
関
・
玉
門
関
有
り
、
皆
な
都
尉
の
治
む
る
と
こ
ろ
な
り
。）

と
あ
り
、
同
年
代
の
陽
関
と
玉
門
関
も
都
尉
が
管
轄
し
て
い
た
と
わ
か
る
。
加

え
て
武
関
と
函
谷
関
も
都
尉
に
管
轄
さ
れ
て
い
た
と
、
伝
世
史
料
の
記
事
に
散

見
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
て
の
関
所
に
対
し
て
一
概
に
言
え
る
か
否
か
は
更

な
る
検
証
を
必
要
と
す
る
が
、
漢
代
の
官
僚
制
度
に
お
い
て
都
尉
が
関
所
を
管

轄
し
て
い
た
側
面
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
関
所
を
管
轄
す
る
都
尉
に
つ
い
て
、

『
漢
書
』
巻
六
〇
杜
欽
伝
に

（
杜
業
）
復
為
函
谷
関
都
尉
。

（（
杜
業
）
復
し
て
函
谷
関
都
尉
と
為
す
。）

と
あ
り
、『
漢
書
』
巻
六
九
辛
慶
忌
伝
に

中
子
遵
（
辛
遵
）
函
谷
関
都
尉
。

（
中
子
の
遵
（
辛
遵
）
函
谷
関
都
尉
た
り
。）

と
あ
り
、『
漢
書
』
巻
七
六
張
敞
伝
に

（
張
敞
）
復
出
為
函
谷
関
都
尉
。

（（
張
敞
）
復
し
て
出
で
て
函
谷
関
都
尉
と
為
す
。）

と
あ
る
よ
う
に
、「
函
谷
関
都
尉
」
の
名
称
は
『
漢
書
』
に
散
見
す
る
。
そ
れ

を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
、『
漢
書
』
巻
一
九
百
官
公
卿
表
上
に

関
都
尉
、
秦
官
。
農
都
尉
、
属
国
都
尉
。
皆
武
帝
初
置
。

（
関
都
尉
、
秦
官
な
り
。
農
都
尉
、
国
都
尉
に
属
す
。
皆
な
武
帝
初
め
て

置
く
。）

と
あ
り
、「
関
都
尉
」
の
役
職
は
秦
の
時
代
よ
り
設
置
さ
れ
、
名
称
か
ら
す
れ

ば
関
所
を
管
轄
す
る
専
門
職
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
百
官
公
卿
表
に

は
関
都
尉
の
職
掌
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
実
態
は
不

明
瞭
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
都
尉
の
名
称
が
付
く
官
職
は
伝
世
史
料
に
多
く
み
ら

れ
、
そ
の
実
態
も
多
岐
に
わ
た
る
。
史
料
の
限
界
に
よ
り
、
関
所
を
管
轄
す
る
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都
尉
の
実
態
を
特
定
す
る
に
は
困
難
で
あ
る
が
、
か
つ
て
鎌
田
重
雄）29
（

氏
は
、
内

郡
地
域
・
三
輔
地
域
・
辺
郡
地
域
の
三
地
域
別
に
都
尉
の
職
掌
を
考
察
す
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
都
尉
は
幾
分
の
変
改
が
見
ら
れ
る
も
、
都
尉
の
職
掌

は
三
者
を
通
じ
て
の
一
般
的
規
制
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
氏
の
意
見
に
従
え
ば
、

多
岐
に
わ
た
る
「
○
○
都
尉
」
の
職
も
、
都
尉
を
原
点
に
発
展
し
た
も
の
で
あ

り
、
関
都
尉
に
都
尉
の
職
掌
と
通
じ
る
一
般
的
規
定
は
存
在
す
る
。
こ
の
仮
説

の
傍
証
と
し
て
、
次
の
史
料
に
見
え
る
「
備
塞
都
尉
」
を
取
り
上
げ
た
い
と
思

う
。「
津
関
令
」
簡
五
二
三
〜
簡
五
二
四
に

廿
三
、
丞
相
上
備
塞
都
尉
書
、
請
為
夾
谿
河
置
関
、
諸
漕
上
下
河
中
者
、

皆
発
伝
。
及
令
河
北
県
為
亭
、
与
夾
谿
関
相
直
。
・
闌
出
入
、
越
之
、
及

吏
五
二
三
卒
主
者
、
皆
比
越
塞
闌
関
令
。
・
丞
相
、
御
史
以
聞
、
制
曰
、
可

五
二
四
。

（
廿
三
、
丞
相
の
備
塞
都
尉
の
書
を
上
ま
つ
り
て
、
請
ふ
に
夾
谿
の
河
の

為
に
関
を
置
き
、
諸
れ
漕
も
て
河
中
を
上
下
す
る
と
き
は
、
皆
な
伝
を
発

す
。
及
び
河
の
北
の
県
を
し
て
亭
を
為
り
、
夾
谿
の
関
と
相
い
直
さ
し

む
。
・
闌
出
入
す
る
も
の
、
之
を
越
え
る
も
の
、
及
び
吏
・
卒
・
主
者
は
、

皆
な
越
塞
闌
関
令
に
比
は
ん
こ
と
を
、
と
。
・
丞
相
、
御
史
以
聞
す
。
制

し
て
曰
く
、
可
な
り
、
と
。）

と
あ
り
、
備
塞
都
尉
と
関
所
と
の
関
係
を
記
し
て
い
る
。
右
記
の
条
文
に
よ
る

と
、
備
塞
都
尉
よ
り
上
申
さ
れ
た
提
言
が
朝
議
で
採
択
さ
れ
、
夾
谿
河
の
管
轄

の
た
め
に
関
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
関
所
の
設
置
後
に
お
け
る
出
入

り
の
規
定
は
新
た
に
設
け
る
こ
と
な
く
、
以
前
中
央
が
制
定
し
た
「
越
塞
闌
関

令
」
に
比
準
す
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
央
政
府
の
指
示
に
は
、
新

た
に
関
所
を
管
轄
す
る
た
め
の
役
職
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

お
ら
ず
、
新
設
さ
れ
る
夾
谿
の
関
は
備
塞
都
尉
に
一
任
し
、
律
令
の
規
定
に
沿

っ
て
管
轄
す
る
よ
う
に
示
し
た
。
こ
こ
で
見
え
る
備
塞
都
尉
と
は
、「
二
年
律

令
・
秩
律
」
簡
四
四
〇
〜
四
四
一
に

御
史
大
夫
・
廷
尉
・
内
史
・
典
客
・
中
尉
・
車
騎
尉
・
大
（
太
）
僕
・
長

信
詹
事
・
少
府
令
・
備
塞
都
尉

0

0

0

0

・
郡
守

0

0

、
尉0

・
□
（
衛
）
将
軍
・
□

（
衛
）
尉
、
漢
四
四
〇
中
大
夫
令
、
漢
郎
中
・
奉
常
、
秩
各
二
千
石

0

0

0

0

0

。
御
史

【
丞
】・
丞
相
・
相
国
長
史
、
秩
各
千
石
四
四
一
。

（
御
史
大
夫
・
廷
尉
・
内
史
・
典
客
・
中
尉
・
車
騎
尉
・
大
（
太
）
僕
・

長
信
詹
事
・
少
府
令
・
備
塞
都
尉

0

0

0

0

・
郡
守

0

0

、
尉0

・
□
（
衛
）
将
軍
・
□

（
衛
）
尉
、
漢
中
大
夫
令
、
漢
郎
中
・
奉
常
、
秩
各
お
の
二
千
石

0

0

0

0

0

0

0

。
御
史

【
丞
】・
丞
相
・
相
国
長
史
、
秩
各
お
の
千
石
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
郡
尉
と
同
等
の
二
千
石
の
高
級
官
僚
で
あ
る
。『
後
漢
書
』

列
伝
第
七
一
独
行
列
伝
（
彭
脩
伝
）
の
「
後
に
郡
に
仕
え
て
功
曹
と
為
し
、
時

に
西
部
都
尉
の
宰
鼂
は
太
守
の
事
を
行
る
」
に
引
く
応
劭
の
『
漢
官
儀
』
に
、

都
尉
、
秦
官
也
。
本
名
郡
尉
。
掌
佐
太
守
典
其
武
職
、
秩
比
二
千
石
。
孝
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景
時
更
名
都
尉
。

（
都
尉
、
秦
官
な
り
。
本
名
は
郡
尉
な
り
。
太
守
の
其
の
武
職
を
典
ど
る

を
佐
け
る
を
掌
り
、
秩
は
比
二
千
石
な
り
。
孝
景
の
時
に
名
を
都
尉
に
更

む
、
と
。）

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
郡
尉
と
は
都
尉
か
ら
の
改
称
で
あ
る
。
官
名
の
改

称
は
漢
初
に
よ
く
見
ら
れ
る
事
象
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
改
称
の
前
後
に
お
い

て
役
職
の
性
格
上
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え

れ
ば
、
都
尉
│
関
都
尉
│
備
塞
都
尉
の
三
者
の
間
に
は
、
職
掌
上
に
共
通
す
る

も
の
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
都
尉
と
関
都
尉
は
同
じ
く
光

武
帝
の
建
武
年
間
に
役
目
を
終
え
、
廃
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
両
者

の
類
似
性
に
関
連
す
る
事
象
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
推
論
に
大
過
が
な
け
れ
ば
、
扜
関
の
管
轄
を
任
さ
れ
た
都
尉
の
職
掌

は
、
郡
尉
の
そ
れ
に
比
準
す
る
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
郡
尉
の
職
掌
に

つ
い
て
、
伝
世
史
料
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。『
漢
書
』
巻
一
九
百
官

公
卿
表
上
に

郡
尉
、
秦
官
、
掌
佐
守
典
武
職
甲
卒
、
秩
比
二
千
石
。
有
丞
、
秩
皆
六
百

石
。
景
帝
中
二
年
更
名
都
尉
。

（
郡
尉
、
秦
官
な
り
、
守
の
武
職
甲
卒
を
典
ど
る
を
佐
け
る
を
掌
り
、
秩

は
比
二
千
石
な
り
。
丞
有
り
、
秩
は
皆
な
六
百
石
な
り
。
景
帝
中
二
年
に

名
を
都
尉
に
更
む
。）

と
あ
る
。
右
記
に
見
え
る
よ
う
に
、
都
尉
の
職
掌
は
主
に
軍
事
面
か
ら
太
守
を

補
佐
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
北
堂
書
鈔
』
巻
六
三
設
官
部
・
都
尉
一
〇
一）30
（

に

「
太
守
を
佐
け
て
副
将
と
為
す
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
引
く
『
漢
官
解
詁）31
（

』
に

「
都
尉
、
郡
各
お
の
一
人
、
太
守
の
言
を
副
佐
す
。
太
守
と
与
に
倶
に
銀
印
を

受
け
、
符
を
部
け
て
任
に
之
き
、
一
郡
の
副
将
な
り
」
と
あ
る
。
都
尉
は
任
務

の
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
符
を
分
け
与
え
ら
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
推
論
す
れ
ば
、
扜
関
を
管
轄
す
る
都
尉
も
符
を
所
持
し
扜
関
の
管
轄
を
行

っ
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
こ
で
見
え
る
符
は
、
前
記
で
言
及
し
た
よ
う
に
関
所

の
通
行
証
で
あ
れ
ば
、
扜
関
を
管
轄
す
る
都
尉
が
所
持
す
る
符
は
、
当
然
扜
関

を
通
過
す
る
た
め
の
符
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
扜
関
を
管
轄
す
る
都
尉
は
扜

関
の
内
外
を
自
由
に
通
過
で
き
る
権
限
を
持
ち
、
そ
れ
を
用
い
て
扜
関
防
衛
と

の
任
務
を
完
遂
さ
せ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
軍
事
権
の
委
任
に
伴
う
交
通
権
の
譲

渡
の
一
端
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
二

四
一
・
職
官
部
三
九
・
都
尉
に
引
く
『
漢
官
解
詁
』
に
「
都
尉
は
兵
を
将
ゐ
、

太
守
を
副
佐
す
。
盗
賊
に
備
ふ
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
外
国
か
ら
の
侵
攻

だ
け
で
は
な
く
、
国
内
の
盗
賊
の
類
に
警
戒
す
る
役
目
が
あ
っ
た
。
盗
賊
と
は
、

国
家
に
と
っ
て
の
不
安
定
要
素
で
あ
れ
ば
、
蛮
夷
と
さ
れ
る
巴
蜀
や
越
な
ど
の

外
族
や
、
前
記
に
見
え
る
秦
か
ら
南
越
へ
の
遷
民
も
含
ま
れ
よ
う
。
確
か
に
、

『
史
記
』
巻
一
二
九
貨
殖
列
伝
に

秦
末
世
、
遷
不
軌
之
民
於
南
陽
。
南
陽
西
通
武
関
、
鄖
関
、
東
南
受
漢
・
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江
・
淮
。

（
秦
の
末
世
、
不
軌
の
民
を
南
陽
に
遷
す
。
南
陽
の
西
は
武
関
・
鄖
関
に

通
じ
、
東
南
は
漢
・
江
・
淮
を
受
く
。）

と
あ
り
、
秦
は
武
関
、
鄖
関
の
外
側
に
「
不
軌
の
民
」
を
移
住
さ
せ
た
記
事
が

見
ら
れ
る
。
関
所
の
外
側
に
不
安
定
要
素
と
な
る
対
象
を
置
き
、
そ
の
逆
襲
を

予
防
す
る
役
目
は
関
所
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。「
津
関
令
」
に
見
え
る

「
越
塞
闌
関
」
の
表
現
と
は
、
関
所
な
る
定
点
の
通
過
と
塞
な
る
境
界
線
の
超

越
を
含
む
。
地
域
と
地
域
と
の
往
来
に
は
、
点
と
線
の
両
方
面
か
ら
通
過
規
定

を
設
け
ら
れ
る
。
前
記
「
津
関
令
」
簡
五
二
三
〜
簡
五
二
四
に
見
え
る
夾
谿
関

と
河
水
（
黄
河
）
の
関
係
に
は
、
関
所
と
河
か
ら
な
る
点
と
線
の
関
係
が
見
え

る
。
洛
水
沿
い
に
あ
る
臨
晋
関
、
河
水
沿
い
に
あ
る
函
谷
関
、
丹
水
沿
い
に
あ

る
武
関
、
沔
水
沿
い
に
あ
る
鄖
関
も
、
そ
の
関
係
に
準
じ
て
機
能
し
て
い
た
よ

う
に
思
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
水
沿
い
に
あ
る
扜
関
は
、
定
点
の
通
過
チ
ェ

ッ
ク
の
み
で
は
な
く
、
江
水
を
線
と
し
て
防
衛
ラ
イ
ン
を
敷
き
、
関
中
地
域
の

外
側
を
警
戒
す
る
役
割
を
持
と
う
。

　

国
防
な
ど
の
軍
事
目
的
の
他
に
、
関
所
は
関
税
徴
収
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た

と
言
わ
れ
る）32
（

。
そ
の
税
収
こ
そ
関
所
の
運
営
を
支
え
る
根
底
的
な
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
。
関
所
の
運
営
と
税
収
と
の
関
係
は
次
の
史
料
か
ら
窺
え
る
。『
漢

書
』
巻
六
武
帝
紀
（
太
初
四
年
条
）
に

徙
弘
農
都
尉
治
武
関
、
税
出
入
者
以
給
関
吏
卒
食
。

（
弘
農
都
尉
を
徙
し
て
武
関
を
治
め
し
め
、
出
入
す
る
者
に
税
し
以
て
関

の
吏
卒
の
食
に
給
ふ
。）

と
あ
る
。
弘
農
都
尉
の
管
轄
下
に
あ
る
武
関
は
、
武
関
を
通
過
す
る
税
収
を
用

い
て
関
所
に
務
め
る
官
吏
を
養
っ
た
と
い
う
の
で
、
税
金
の
収
入
は
武
関
の
運

営
を
支
え
た
側
面
が
窺
え
る）33
（

。
扜
関
の
場
合
で
は
、
本
稿
が
考
察
し
て
き
た
よ

う
に
巴
蜀
│
南
郡
の
物
資
輸
送
と
、
漢
│
南
越
の
鉄
・
動
物
の
売
買
が
あ
っ
た
。

そ
の
貿
易
で
徴
収
し
た
税
金
に
よ
っ
て
、
扜
関
の
運
営
を
成
り
立
た
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
を
越
え
た
貿
易
形
態
の
中
に
は
、
前
記
の

「
関
市
」
語
が
示
し
た
よ
う
に
、
関
所
の
管
轄
下
に
お
い
て
売
買
を
行
う
市
場

が
あ
っ
た
。
こ
の
関
市
に
関
連
す
る
律
令
規
定
、
い
わ
ゆ
る
「
関
市
律
」
は
簡

牘
史
料
か
ら
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
次
は
そ
の
一
例
を
取
り
上
げ
る
。「
二
年

律
令
・
関
市
律
」
簡
二
六
〇
〜
簡
二
六
一
に

市
販
匿
不
自
占
租
、
坐
所
匿
租
贓
為
盗
、
没
入
其
所
販
売
及
賈
銭
県
官
、

奪
之
列
。
列
長
・
伍
長
弗
告
、
罰
金
各
一
斤
。
嗇
夫
二
六
〇
・
吏
主
者
弗
得
、

罰
金
各
二
両
。
諸
詐
紿
人
以
有
取
、
及
有
販
売
・
貿
買
而
詐
紿
人
、
皆
坐

贓
与
盗
同
灋
、
罪
耐
以
下
…
二
六
一
。

（
市
販
す
る
に
匿
し
て
自
ら
占
租
せ
ざ
る
は
、
匿
す
る
所
の
租
贓
を
坐つ
み

と

し
て
盗
と
為
し
、
其
の
販
売
す
る
所
の
も
の
及
び
賈
銭
を
県
官
に
没
入
し
、

之
を
列
よ
り
奪
う
。
列
長
・
伍
長
の
告
げ
ざ
る
は
、
罰
金
各
々
一
斤
。
嗇
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夫
・
吏
主
者
の
得
ざ
る
は
、
罰
金
各
々
二
両
。
諸
れ
人
を
詐
紿
し
て
以
て

取
る
有
り
、
及
び
販
売
・
貿
買
し
て
人
を
詐
紿
す
る
有
る
は
、
皆
な
贓
に

坐
し
て
盗
と
同
灋
、
罪
の
耐
以
下
は
…
。）

と
あ
る
。
市
で
販
売
す
る
者
が
利
益
を
隠
匿
し
た
場
合
は
、
そ
の
商
品
や
売
上

金
を
没
収
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
関
市
に
お
け
る
売
買
は
、
役
人
の

管
轄
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
と
窺
え
る
。
管
理
責
任
を
追
及
さ
れ
て
罰
金
刑
を

加
え
ら
れ
る
対
象
に
、
嗇
夫
の
名
称
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
見
え
る
嗇
夫
は
、

「
関
市
律
」
の
記
載
対
象
か
ら
し
て
、
い
わ
ゆ
る
関
嗇
夫
の
こ
と
を
指
す
。『
居

延
漢
簡
』
な
ど
に
も
名
称
が
見
ら
れ
、
関
都
尉
の
所
属
で
あ
る）34
（

。
し
た
が
っ
て
、

扜
関
を
管
轄
す
る
役
人
は
、
扜
関
で
の
貿
易
を
仲
裁
し
、
そ
の
貿
易
の
中
で
得

た
利
益
か
ら
税
金
を
徴
収
し
、
関
所
の
運
営
に
当
た
っ
た
と
推
論
で
き
る
。
も

ち
ろ
ん
、

ウ
．『
睡
虎
地
秦
簡
』「
秦
律
十
八
種
」
簡
九
七

為
作
務
及
官
府
市
、
受
銭
必
輒
入
其
銭
缿
中
、
令
市
者
見
其
入
、
不
従
令

者
貲
一
甲　

関
市

（
作
務
を
為
す
る
に
官
府
の
市
に
及
べ
ば
、
銭
を
受
け
て
必
ず
輒
ち
其
の

銭
を
缿
中
に
入
れ
、
市
の
者
を
し
て
其
の
入
る
る
を
見
せ
し
め
、
令
に
従

は
ざ
る
者
は
貲
に
一
甲　

関
市
）

エ
．『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
簡
二
四
三

関
市
律
曰
、
県
官
有
売
買
殹
、
必
令
令
史
監
、
不
従
令
者
、
貲
一
甲
。

（
関
市
律
に
曰
く
、
県
官
売
買
有
る
や
、
必
ず
令
史
を
し
て
監
せ
し
め
、

令
に
従
は
ざ
る
者
は
、
貲
に
一
甲
。）

な
ど
の
史
料
が
示
し
た
よ
う
に
、
官
府
が
介
在
す
る
関
市
の
貿
易
は
公
平
性
を

保
と
う
と
す
る
国
家
意
思
が
見
ら
れ
る
。
ウ
．
の
史
料
か
ら
、
公
務
上
の
売
買

な
ど
官
府
を
対
象
と
す
る
貿
易
は
、
官
府
側
は
売
り
上
げ
で
得
た
金
銭
を
缿

（
か
め
）
に
入
れ
、
市
場
中
の
人
々
に
見
え
る
よ
う
に
振
り
舞
う
と
い
う
、
貿

易
の
透
明
性
を
高
め
る
意
図
が
見
ら
れ
る
。
エ
．
の
史
料
か
ら
、
県
の
役
人
は

関
市
で
売
買
を
行
う
時
に
、
必
ず
文
書
官
で
あ
る
令
史
に
随
行
し
て
も
ら
う
よ

う
に
行
動
す
る
と
い
う
、
権
力
者
を
抑
制
し
て
貿
易
の
公
平
性
を
尊
重
す
る
意

図
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
関
市
の
運
営
に
は
関
所
の
役
人
が
関
与
し
、

貿
易
が
公
平
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
監
督
さ
れ
て
い
る
。
扜
関
の
場
合
は
、
漢
越

を
含
め
た
貿
易
に
よ
る
税
収
が
そ
の
運
営
を
支
え
る
側
面
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
、
漢
越
外
交
の
状
態
は
扜
関
の
存
亡
（
満
足
に
機
能
す
る
か
否
か
）
に
関
わ

る
。
中
国
古
代
国
家
に
お
い
て
、
貿
易
と
外
交
の
両
者
は
表
裏
一
体
の
関
係
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、「
二
年
律
令
・
関
市
律
」
簡
二
五
八
〜
簡
二
五
九
に

販
買
繒
布
幅
不
盈
二
尺
二
寸
者
、
没
入
之
。
能
捕
告
者
、
以
畀
之
。
絺
緒
、

縞
繙
、
纔
縁
、
朱
縷
、
罽
、　
二
五
八
布
、
縠
、
荃
蔞
、
不
用
此
律
二
五
九
。

（
繒
布
の
幅
二
尺
二
寸
に
盈
た
ざ
る
も
の
を
販
買
す
る
は
、
之
を
没
入
せ
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よ
。
能
く
捕
へ
て
告
げ
る
者
、
以
て
之
を
畀
す
。
絺
緒
、
縞
繙
、
纔
縁
、

朱
縷
、
罽
、　

布
、
縠
、
荃
蔞
は
、
此
の
律
を
用
ゐ
ず
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
荃）35
（

な
ど
南
方
地
域
（
現
代
の
広
州
・
潮
州
）
の
物
産
で
、
越

の
支
配
領
域
に
属
す
る
も
の
が
漢
の
律
令
規
定
に
見
ら
れ
、
漢
越
の
間
で
貿
易

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。

六
、
終
わ
り
に

　

本
稿
は
「
二
年
律
令
・
津
関
令
」
に
見
え
る
扜
関
を
対
象
に
考
察
を
加
え
、

扜
関
の
秦
漢
帝
国
に
と
っ
て
の
特
殊
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の

結
果
は
お
よ
そ
以
下
の
数
点
に
集
結
す
る
。

・
扜
関
は
戦
国
楚
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
秦
の
併
合
を
経
て
漢
の
支
配
下
に
置

か
れ
た
。

・
扜
関
は
東
西
の
交
通
を
繫
ぐ
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
南
北
の
交
通
を
繫
ぎ
漢

帝
国
の
首
都
圏
と
南
方
の
周
縁
地
域
を
連
絡
す
る
役
割
が
あ
っ
た
。

・
扜
関
を
要
所
と
す
る
漢
代
の
南
方
交
通
は
、
巴
蜀
地
域
・
旧
楚
地
域
・
長
沙

王
国
・
南
越
王
国
と
の
連
絡
が
見
ら
れ
、
そ
の
中
で
越
と
の
接
続
は
最
も
重
要

な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

・
漢
越
の
国
交
に
は
符
が
介
在
し
、
特
定
の
関
所
し
か
通
行
で
き
な
い
限
定
的

な
通
行
証
で
あ
る
符
を
用
い
て
、
漢
は
越
と
の
交
通
路
線
を
制
限
し
周
縁
地
域

の
紛
争
を
抑
止
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
。

・
漢
代
関
所
の
運
営
は
地
方
に
一
任
し
、
そ
こ
で
徴
収
し
た
税
金
を
関
所
の
運

営
に
当
た
ら
せ
た
。
関
所
の
存
亡
は
、
当
該
地
域
の
貿
易
状
況
及
び
国
家
の
外

交
状
況
に
左
右
さ
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
扜
関
は
秦
漢
帝
国
の
中
央
部
と
南
方
の
周
縁
地
域
と
の
接
続

に
関
連
す
る
。
関
中
地
域
の
最
南
部
に
位
置
す
る
扜
関
に
視
点
を
置
く
と
、
漢

帝
国
と
そ
の
国
外
政
権
と
の
繫
が
り
が
見
え
て
く
る
。
と
り
わ
け
、
関
中
地
域

│
関
外
に
置
か
れ
る
緩
衝
地
域
│
外
国
政
権
と
の
関
連
性
か
ら
、
関
中
の
民
│

中
華
の
民
│
周
縁
地
域
の
民
（
蛮
夷
）
か
ら
な
る
一
種
の
「
世
界
シ
ス
テ
ム）36
（

」

を
背
景
に
、
直
轄
地
を
中
心
と
し
て
外
へ
と
勢
力
が
拡
大
し
て
い
く
漢
帝
国
の

支
配
原
理
の
一
端
が
潜
ん
で
い
よ
う
。

　

時
代
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
前
漢
武
帝
以
後
に
漢
帝
国
は
南
越
を
征
服
し
、

東
南
地
域
は
一
気
に
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
張
騫
の
活
躍
を

は
じ
め
と
す
る
西
南
夷
道
の
開
発
に
伴
い
、
西
南
地
域
の
交
通
も
飛
躍
的
な
発

展
を
迎
え
た
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
扜
関
の
漢
帝
国
に
対
す
る
重
要
性
の
低
下

は
想
像
に
難
く
な
い
。
伝
世
史
料
に
散
見
す
る
前
漢
中
葉
以
後
の
各
関
所
の
位

置
移
動
か
ら
、
漢
の
初
期
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
変
遷
を
受
け
、
扜
関
を
含
め

た
国
内
多
く
の
関
所
は
定
位
を
改
め
ら
れ
た
と
わ
か
る
。
都
尉
（
関
都
尉
）
の

官
も
そ
れ
に
応
じ
て
、
後
漢
の
光
武
帝
年
間
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
本
来
江
水
北
部
ま
で
引
か
れ
た
関
中
地
域
の
勢
力
範
囲
も
、
中

央
部
と
南
方
と
の
連
絡
の
必
要
性
が
低
下
し
て
い
く
中
で
衰
退
し
て
い
き
、
や
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が
て
近
畿
ま
で
収
縮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
扜
関
は
関
中
地
域
の
基
準
か
ら
外

さ
れ
た
理
由
と
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
発
展
の
中
で
、
本
稿
冒
頭
に
取
り
上
げ
た

『
史
記
索
隠
』
の
注
に
「
東
は
函
谷
、
南
は
嶢
武
、
西
は
散
関
、
北
は
蕭
関
。

四
関
の
中
に
在
り
、
故
に
関
中
と
曰
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漢
帝
国
の
目
線
は

途
中
か
ら
散
関
や
蕭
関
な
ど
、
西
北
方
向
へ
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

該
時
期
に
お
け
る
西
北
地
域
の
交
通
と
漢
帝
国
の
形
成
と
発
展
と
の
関
係
性
を
、

今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
う
。

注（
1
）　

一
九
八
三
年
、
湖
北
省
荊
州
市
荊
州
区
紀
南
鎮
張
家
山
の
二
四
七
号
漢
墓
か

ら
大
量
の
竹
簡
が
出
土
し
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
図
版
・
釈
文
を
掲
載
し
た

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号

墓
〕』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
や
が
て
中
国
内
外
の

釈
文
研
究
の
進
展
を
受
け
、
同
整
理
小
組
編
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号

墓
〕（
釈
文
修
訂
本
）』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
張

家
山
漢
墓
の
竹
簡
群
の
中
に
は
「
二
年
律
令
」
と
総
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

簡
牘
の
条
文
か
ら
、
前
漢
初
期
の
呂
后
二
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
、
前
漢
初
期
の
法
律
条
文
で
、
は
じ
め
て
体
系
的
な
漢
律
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
で
珍
重
さ
れ
る
。「
二
年
律
令
」
の
解
読
を
よ
り
進
展
さ
せ
る
た
め
、

武
漢
大
学
・
荊
州
博
物
館
・
早
稲
田
大
学
の
日
中
共
同
研
究
で
、
赤
外
線
カ
メ

ラ
に
よ
る
竹
簡
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
『
二
年
律
令
与
奏
讞
書

│
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
出
土
法
律
文
献
釈
読
│
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

〇
〇
七
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
で
引
用
す
る
「
二
年
律
令
」
の
条
文
は
、

二
〇
〇
七
年
版
の
図
版
（
赤
外
線
版
）
の
釈
文
を
底
本
と
す
る
。

（
2
）　

冨
谷
至
編
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
號
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
・
譯
注
篇
』

（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
に
、「
整
理
小
組
が
「
以
下
缺
簡
」
と
注
す
る
通

り
、
条
文
は
中
途
半
端
な
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。
こ
れ
に
続
く
簡
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
3
）　

王
子
今
・
劉
華
祝
「
説
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
・
津
関
令
』
所
見
五
関
」

（『
中
国
歴
史
文
物
』
第
一
期
、
四
四
頁
〜
五
二
頁
、
二
〇
〇
三
年
）

（
4
）　
『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
（
三
五
年
条
）
に
「
於
是
立
石
、
東
海
上
胊
界

中
、
以
為
秦
東
門
」
と
あ
る
。

（
5
）　

藤
田
勝
久
「
戦
国
秦
の
領
域
形
成
と
交
通
路
」『
中
国
古
代
国
家
と
郡
県
社

会
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
第
一
編
第
二
章
七
四
頁
〜
一
二
三
頁
を
参

照
。

（
6
）　

漢
書
巻
二
八
地
理
志
上
左
馮
翊
条
に
「
臨
晋
、
故
大
荔
」
と
あ
る
。
そ
の
注

に
「
臣
瓚
曰
、
晋
水
在
河
之
間
、
此
県
在
河
之
西
、
不
得
云
臨
晋
水
也
。
旧
説

曰
、
秦
築
高
壘
以
臨
晋
国
、
故
曰
臨
晋
也
」
と
あ
り
、「
師
古
曰
、
瓚
説
是
也
。

説
者
或
以
為
魏
文
侯
伐
秦
始
置
臨
晋
、
非
也
。
文
侯
重
城
之
耳
、
豈
始
置
乎
」

と
あ
る
よ
う
に
、
臨
晋
関
は
三
晋
地
域
へ
の
進
出
を
は
か
る
た
め
、
秦
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
た
関
所
で
あ
る
。

（
7
）　
『
史
記
』
巻
一
二
九
貨
殖
列
伝
に
「
南
陽
西
通
武
関
・
鄖
関
、
東
南
受
漢
・

江
・
淮
」
と
あ
り
、『
史
記
正
義
』
の
注
釈
に
「
蓋
「
鄖
」
当
為
「
徇
」。
徇
水

上
有
関
、
在
金
州
洵
陽
県
。
…
徇
、
亦
作
「
郇
」、
与
鄖
相
似
也
。」
と
あ
る
よ

う
に
、
鄖
関
ま
た
は
郇
関
に
作
る
。
案
ず
る
に
、『
史
記
』
巻
九
五
酈
商
列
伝

に
「
別
将
攻
旬
関
、
定
漢
中
」
と
あ
り
、
蓋
し
郇
関
も
ま
た
旬
関
に
作
る
。

（
8
）　

陳
直
『
史
記
新
證
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
楚
世
家
第
十
、
九
一
頁

を
参
照
。

（
9
）　

呉
式
芬
・
陳
介
祺
『
封
泥
攷
略
』（
中
国
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
巻
四
、
五

三
頁
・
裏
〜
五
四
頁
・
表
を
参
照
。

（
10
）　
『
後
漢
書
』
列
伝
第
七
岑
彭
伝
に
「
留
威
虜
将
軍
馮
駿
軍
江
州
」
と
あ
り
、

同
条
の
考
証
は
沈
欽
韓
『
後
漢
書
疏
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
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に
「
江
州
、
今
重
慶
府
巴
県
。
疑
馮
駿
此
時
未
能
越
巴
峽
也
。
当
江
関
之
誤
、

即
捍
関
也
」
と
あ
る
。

（
11
）　

巴
郡
、
秦
置
。
…
魚
復
、
江
関
、
都
尉
治
。
有
橘
官
。

（
12
）　

木
村
正
雄
『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
│
特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
条
件
』（
不

昧
堂
書
店
、
一
九
六
五
年
（
比
較
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
））
第
四
章
第

一
節
五
六
七
頁
〜
五
七
一
頁
、
第
四
章
第
二
節
七
七
九
頁
〜
七
八
一
頁
を
参
照
。

（
13
）　

藤
田
勝
久
「
後
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
│
褒
斜
道
の
石
刻
を
め
ぐ
っ

て
」『
中
国
古
代
国
家
と
情
報
伝
達
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
第
二
編
第

一
〇
章
五
六
三
頁
を
参
照
。

（
14
）　
『
後
漢
書
』
本
紀
第
六
順
帝
紀
に
「
乙
亥
、
詔
益
州
刺
史
罷
子
午
道
、
通
襃

斜
路
」
と
あ
る
。

（
15
）　

久
村
因
「
秦
の
上
庸
郡
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
第
一
一
号
、
三
八
頁
〜
四

九
頁
、
一
九
五
五
年
）
や
「
楚
・
秦
の
漢
中
郡
に
就
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
第

六
五
号
、
四
六
頁
〜
六
一
頁
、
一
九
五
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
16
）　

久
村
因
氏
は
咸
陽
／
長
安
の
南
下
通
路
を
検
証
す
る
中
で
、
関
中
地
域
と
子

午
道
と
の
接
続
に
つ
い
て
既
に
詳
細
な
考
証
を
加
え
ら
れ
た
。
詳
細
は
「
秦
漢

時
代
の
入
蜀
に
就
い
て
（
上
）」（『
東
洋
学
報
』
第
三
八
号
、
一
七
八
頁
〜
二

〇
八
頁
、
一
九
五
五
年
）
や
「
秦
漢
時
代
の
入
蜀
に
就
い
て
（
下
）」（『
東
洋

学
報
』
第
三
九
号
、
三
二
四
頁
〜
三
六
二
頁
、
一
九
五
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
17
）　

山
田
勝
芳
昭
和
六
三
・
平
成
元
年
・
平
成
二
年
度
科
研
費
報
告
書
『
秦
漢
税

役
制
の
研
究
』（
一
九
九
一
年
）
の
「
関
税
」
の
項
で
本
稿
の
概
略
を
述
べ
て

い
る
。
詳
細
は
「
関
税
」『
秦
漢
財
政
収
入
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三

年
）
第
五
章
第
五
節
四
四
七
頁
〜
四
四
八
頁
を
参
照
。

（
18
）　

地
理
上
に
お
い
て
、
黔
中
の
西
に
は
西
南
夷
と
の
接
続
は
あ
る
が
、『
漢
書
』

巻
二
四
食
貨
志
下
に
「
唐
蒙
、
司
馬
相
如
始
開
西
南
夷
、
鑿
山
通
道
千
余
里
、

以
広
巴
蜀
、
巴
蜀
之
民
罷
焉
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
西
南
夷
と
の
交
通
は
武
帝

期
以
後
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
国
時
代
か
ら
設
置
さ
れ
た
扜
関
と
時

代
が
離
れ
る
た
め
、
本
稿
は
西
南
夷
の
考
察
を
省
く
。

（
19
）　

陸
梁
と
は
南
方
の
地
を
意
味
し
、
す
な
わ
ち
百
越
の
地
を
指
す
。
本
稿
で
引

用
し
た
『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
三
三
年
条
の
条
文
に
対
し
、『
史
記
索
隱
』

は
「
謂
南
方
之
人
、
其
性
陸
梁
、
故
曰
陸
梁
。」
と
注
を
付
け
、『
史
記
正
義
』

は
「
嶺
南
人
多
処
山
陸
、
其
性
強
梁
、
故
曰
陸
梁
。」
と
注
を
付
け
た
。

（
20
）　

本
稿
は
扜
関
を
対
象
に
考
察
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、「
新
道
」
に
当
た

る
三
関
の
考
察
は
先
学
の
研
究
に
譲
り
論
証
を
省
く
。

（
21
）　

こ
の
条
文
は
佚
文
で
あ
る
。
鄧
徳
明
『
南
康
記
』（
陶
宗
儀
等
編
『
説
郛
三

種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
巻
六
一
、
二
八
二
四
頁
〜
二
八
二

六
頁
所
収
）
に
当
該
条
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
或
い
は
、
こ
れ
は
劉
嗣
之
『
南

康
記
』
を
指
す
。『
通
典
』
巻
一
八
二
州
郡
一
二
大
庾
条
に
「
劉
嗣
之
『
南
康

記
』
云
、
昔
漢
楊
僕
討
呂
嘉
、
出
章
郡
、
下
横
浦
、
即
今
県
西
南
、
故
横
浦
廃

関
見
在
此
」
と
あ
り
、
当
該
条
文
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

（
22
）　

こ
の
条
文
は
佚
文
で
あ
る
。
南
朝
陳
の
姚
察
『
漢
書
訓
纂
』（
全
三
〇
巻
）

に
あ
る
一
文
だ
と
推
定
さ
れ
る
が
、
当
該
史
料
は
現
存
し
な
い
。
当
該
史
料
の

詳
細
に
つ
い
て
、
脇
州
武
志
「
姚
察
『
漢
書
訓
纂
』
と
そ
の
受
容
」『
東
洋
文

化
』（
無
窮
会
）
復
刊
第
一
一
三
号
、
四
四
頁
〜
五
八
頁
、
二
〇
一
六
年
を
参

照
。
ま
た
、『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
下
南
海
郡
条
に
揭
陽
の
地
名
を
確
認
で

き
る
が
、
陽
山
県
を
記
し
た
条
文
は
確
認
で
き
な
い
。

（
23
）　

詳
細
な
論
述
は
譚
其
驤
「
馬
王
堆
漢
墓
出
土
地
図
所
説
明
的
幾
個
歴
史
地
理

問
題
」（『
文
物
』
第
六
期
、
二
〇
頁
〜
二
八
頁
、
一
九
七
五
年
）
を
参
照
。

（
24
）　

鶴
間
和
幸
「
秦
帝
国
の
統
一
と
南
方
世
界
│
楚
越
世
界
」『
秦
帝
国
の
形
成

と
地
域
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
第
一
編
第
二
章
一
六
五
頁
〜
一
八
一

頁
を
参
照
。

（
25
）　

詳
細
は
拙
稿
「
符
の
政
治
的
意
義
│
専
制
権
力
と
交
通
と
の
関
係
に
就
い
て

の
考
察
│
」（『
学
習
院
史
学
』
第
五
六
号
、
八
一
頁
〜
九
八
頁
、
二
〇
一
八

年
）
を
参
照
。
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（
26
）　

冨
谷
至
「
通
行
行
政
│
過
行
証
と
関
所
」『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
第
三
編
第
二
章
二
九
九
頁
〜
三
〇
〇
頁
を
参
照
。

（
27
）　

吉
開
将
人
「
印
か
ら
み
た
南
越
世
界
│
嶺
南
古
璽
印
考
│
」（
前
篇
・
中

篇
・
後
篇
）『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』（
第
一
三
六
号
、
八
九
頁
〜
一
三
五
頁
、

一
九
九
八
年
／
第
一
三
七
号
、
一
頁
〜
四
五
頁
、
一
九
九
九
年
／
第
一
三
九
号
、

一
〜
三
八
頁
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
28
）　
「
闌
出
財
物
」
の
規
定
は
、「
津
関
令
」
簡
四
八
八
〜
簡
四
九
一
に
見
え
る

「
越
塞
闌
関
」
の
規
定
と
関
連
し
、
両
者
と
も
に
伝
符
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

「
津
関
令
」
簡
四
八
八
〜
簡
四
九
一
の
解
釈
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
符
の
政
治
的

意
義
│
専
制
権
力
と
交
通
と
の
関
係
に
就
い
て
の
考
察
│
」（
前
掲
）
八
九
頁

〜
九
〇
頁
を
参
照
。

（
29
）　

鎌
田
重
雄
「
郡
都
尉
」『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
、
一

九
六
二
年
）
第
二
編
第
六
章
三
〇
四
頁
〜
三
二
八
頁
を
参
照
。

（
30
）　

虞
世
南
『
北
堂
書
鈔
』（
中
国
書
店
、
一
九
八
九
年
）
二
二
四
頁
を
参
照
。

（
31
）　

本
稿
が
参
照
し
た
『
北
堂
書
鈔
』（
前
掲
）
は
光
緒
一
四
年
南
海
孔
氏
刊
本

を
底
本
と
し
、
引
用
史
料
に
「
漢
官
解
故
」
と
あ
る
。
ま
た
、
四
庫
全
書
版

『
北
堂
書
鈔
』（
巻
六
三
・
一
三
頁
）
で
は
「
漢
書
解
詁
」
と
あ
る
。
案
ず
る
に
、

『
隋
書
』
巻
三
三
経
籍
志
二
職
官
篇
に
「
漢
官
解
詁
三
篇
、
漢
新
汲
令
王
隆
撰
、

胡
廣
注
」
と
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
に
従
っ
て
「
漢
官
解
詁
」
の
名
称
と
す
る
。

（
32
）　

佐
藤
武
敏
「
先
秦
時
代
の
関
と
関
税
」（『
甲
骨
学
』
一
〇
、
一
五
八
頁
〜
一

七
三
頁
、
一
九
六
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
33
）　

顎
君
啓
節
（
舟
節
）
の
銘
文
に
「
不
見
其
金
節
…
則
政
（
徴
）
於
大
府
、
毋

政
（
徴
）
於
關
」
と
あ
り
、
戦
国
楚
の
国
家
財
政
（
大
府
）
と
関
税
は
分
離
し

て
い
る
と
窺
え
る
。
秦
漢
帝
国
の
財
政
状
況
と
も
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
た
め
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

（
34
）　

嗇
夫
の
詳
細
に
つ
い
て
、
大
庭
脩
「
漢
の
嗇
夫
」『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』

（
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）
第
四
編
第
四
章
四
九
七
頁
〜
五
二
三
頁
を
参
照
。

関
嗇
夫
に
つ
い
て
は
同
五
〇
四
頁
を
参
照
。
都
尉
と
嗇
夫
の
関
係
に
つ
い
て
、

永
田
英
正
「
簡
牘
よ
り
み
た
る
漢
代
邊
郡
の
統
治
組
織
」『
居
延
漢
簡
の
研
究
』

（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
第
四
章
四
一
三
頁
〜
四
一
四
頁
な
ど
を
参
照
。

（
35
）　
『
漢
書
』
巻
五
三
景
一
三
王
伝
（
江
都
易
王
非
条
）
に
「
遣
人
通
越
繇
王
閩

侯
、
遺
以
錦
帛
奇
珍
。
繇
王
閩
侯
亦
遺
建
荃
・
葛
・
珠
璣
・
犀
甲
・
翠
羽
・
蝯

熊
奇
獸
、
数
通
使
往
來
、
約
有
急
相
助
」
と
あ
り
、
荃
・
葛
の
解
釈
に
つ
い
て

顔
師
古
注
に
「
許
慎
云
、
荃
、
細
布
也
、
字
本
作
絟
。
…
蓋
今
南
方
筩
布
之
属
、

皆
為
荃
也
。」
と
あ
り
、
南
方
の
植
物
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
沈
欽
韓

『
漢
書
疏
証
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
巻
二
八
（
五
〇
頁
裏
〜
五

一
頁
表
）
は
『
寰
宇
記
』
と
『
広
東
新
語
』
を
引
用
し
、
荃
は
広
州
や
潮
州
の

芭
蕉
布
・
竹
布
な
ど
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

（
36
）　

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
イ
ン
著
（
川
北
稔
訳
）『
近
代
世
界
シ
ス

テ
ム
Ⅰ　

農
業
資
本
主
義
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
の
成
立
』
第
二
章
七

五
頁
〜
一
五
〇
頁
、
第
七
章
四
〇
八
頁
〜
四
一
一
頁
を
参
照
。

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
T

he Southern Transportation C
onnected By Yu Pass - T

he E
ffect O

f Fu 
O

n T
he H

an-Yue D
iplom

acy
C

H
O

N
G

 C
heuklun

　

A
ccording to the investigation of the Ernian Luling

・Jinguan ling , this 
paper analyses the im

portance and specificity of the Yu Pass for the H
an 

E
m

pire. Fu, the cross-border pass w
hich issued by the H

an E
m

pire, w
as 

crucial as influencing the diplom
acy betw

een the H
an E

m
pire and em

pires 
nearby Yu Pass, and the distant governance of the H

an em
pire.

　

H
istorical references indicated that Yu Pass not only exist as the 

connection betw
een the east-w

est territory but also linking up the north-
south territory, w

hich from
 the capital of H

an E
m

pire to the border area of 
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southern territory.
　

T
he diplom

acy between the H
an E

m
pire and the N

anyue K
ingdom

 were 
established by the bestow

m
ent of the Fu. Since the particular Fu could be 

only applicable for the relevant checkpoint, the issue of Fu has restricted the 
itinerary of the north-south transportation. It could reveal the intention of 
inhibiting the turm

oil in the border area.

　

E
very H

an’ s checkpoints w
ere self-m

anaged. T
he officials in Yu Pass 

w
ould levy tax from

 N
anyue K

ingdom
’ s travellers so as to m

aintain their 
operation. T

herefore, the existence of a checkpoint w
ould be determ

ined by 
the trade and the diplom

acy. A
ccordingly, the exterm

ination of the N
anyue 

K
ingdom

 also leads to the neglect of the Yu pass.

　

Key W
ords : Yu Pass, Fu, H

an-Yue D
iplom

acy, D
u W

ei, G
uan Shi
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【図一】扜関の地理環境図

巴
郡

魚
復

南
鄭
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関

夷
陵

夷
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南
郡

江
水

長
安

渭
水

漢
水

漢
中
郡

旬
陽

鄖
関

旬
水

武
関

丹
水

襄
陽 南
陽

長
利

襄
陽

譚
其
驤
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
二
冊
（
中
国
地
図
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
を
基
に
作
成

449




